
元

和

･豊
永

期

津

軽

藩

の
家

臣

団

に

つ

い

て

-

『大
日
本
古
記
録

梅
津
政
景
日
記
』
の
分
析
を
通
し
て
ー

は
じ
め
に

本
稿
は

『大
日
本
古
記
録

梅
津
政
宗
日
記
』
全
九
冊

(岩
波
書
店
刊

第

一
刷

昭
和
二
八
年

～
四

一
年

･
第
二
刷
昭
和
五
九
年

以
下

『
日
記
』
と
略
記
す
る
)
の

中
に
見
え
る
､
元
和

･
寛
永
期
の
津
軽
藩
の
家
臣
を
抽
出
す
る
と
共
に
'
こ
の
時
期

に
お
け
る
津
軽
藩
の
藩
政
上
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
た
も
の
で
あ
る
0

(-
一

(2
)

最
初
に
'
こ
の

『
日
記
』
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
-
｡

こ
れ
は
標
題
の
示

す
通
り
'
梅
津
政
景
が
慶
長

一
七
年

(
一
六

二

一)
か
ら
寛
永

一
〇
年

(
一
六
三
三
)

に
か
け
て
書
い
た
日
記
で
あ
る
｡
但
し
'
慶
長

一
八
年

(
一
六

一
三
)
'
元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
の
正
月
か
ら
七
月
ま
で
'
元
和
九
年

(
一
六
二
三
)
の
日
記
を
欠
い

て
い
る
｡

政
景
は
天
正
九
年

(
一
五
八

一
)
道
金
の
子
と
し
て
下
野
国
宇
都
宮
で
生
ま
れ
た
｡

兄
憲
忠
が
佐
竹
義
量
に
取
り
立
て
ら
れ
る
に
及
び
'
政
景
も
義
量
に
召
し
出
さ
れ
同

朋
と
な
り
金
阿
弥
と
呼
ば
れ
た
｡
の
ち
､
義
量
の
近
侍
と
な
り
'
主
馬
と
称
し
た
｡

佐
竹
藩
が
出
羽
国
久
保
田

(現
秋
田
市
)
へ
移

っ
て
か
ら
は
'
院
内
銀
山
奉
行
､
惣

山
奉
行
'
勘
定
奉
行
を
勤
め
'
元
和
五
年

(
一
六

一
九
)
以
後
は
家
老
格
と
な
り
'

晩
年
の
寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)
に
は
家
老
に
昇
進
し
た
｡
没
し
た
の
ほ
同

l
〇
年

福

井

敏

隆

(
一
六
三
三
)
で
あ
る
｡
元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
頃
か
ら
家
老
を
勤
め
た
兄
憲
忠

(半
右
衛
門
と
称
し
た
)
と
共
に
'
江
戸
時
代
初
期
の
佐
竹
藩
政
を
司
っ
た
人
物
で

あ
る
｡
と
り
わ
け
'
鉱
山
を
は
じ
め
諸
制
度
の
整
備
'
財
政
面
で
の
功
績
が
大
き
い
｡

知
行
高
は
最
終
的
に
は
三
〇
〇
〇
石
に
ま
で
な
っ
た
｡

こ
の

『
日
記
』
は
政
景
個
人
の
日
記
で
は
あ
る
が
'
公
務
の
記
事
が
非
常
に
多
-
'

公
用
日
記
で
は
な
い
が
'
佐
竹
藩
に
多
-
見
ら
れ
る
勤
中
日
記
の
類
に
は
い
る
｡
政

景
自
身
も
こ
の

『
日
記
』
に
公
務
の
先
例
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
位
で

(3
一

あ
る
｡
佐
竹
藩
で
も
こ
の

『
日
記
』
を
早
-
か
ら
重
視
し
て
お
り
'
享
保
年
間

(
一

(4
)

七

一
六
～
三
上ハ
)
に
は
'
藩
の
記
録
所
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
｡

史
料
と
し

て
は
第

一
級
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
｡

な
お
'
原
本
は
現
在
大
部
分

(
二
五
冊
)

が
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
｡

今
の
と
こ
ろ
'
こ
の
時
期
の
津
軽
藩
の
様
子
を
書
い
た
藩
士
の
日
記
は
存
在
し
な

い
L
t
史
料
も
余
り
多
-
残

っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
'
他
藩
の
史
料
で
は
あ
る

が
'

『
日
記
』
は
津
軽
藩
の
事
を
研
究
す
る
上
で
'
大
変
貴
重
な
記
事
を
含
ん
で
い

る
史
料
と
言
え
る
｡
他
藩
の
立
場
か
ら
津
軽
藩
を
見
て
い
る
点
'
客
観
性

･
信
用
皮

の
非
常
に
高
い
も
の
と
言
え
よ
う
｡
津
軽
藩
の
研
究
の
上
で
'
今
ま
で
も
こ
の

『
日

(5
)

記
』
は
部
分
的
に
活
用
さ
れ
た
事
は
あ
っ
た
が

'
全
体
を
通
し
て
､
ど
の
よ
う
に
宿

用
出
来
る
の
か
を
示
し
て
み
る
こ
と
も
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
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そ
こ
で
ま
ず
手
始
め
に
'
こ
の

『
日
記
』
に
見
え
る
記
事
か
ら
'
当
時
の
津
軽
藩

に
は
ど
の
よ
う
な
家
臣
が
い
た
の
か
抽
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
｡

一､
『
日
記
』
に
見
え
る
津
軽
藩
の
家
臣

表
I
は
'

『
日
記
』
に
見
え
る
津
軽
藩
の
家
臣
を
抜
き
出
し
､
姓
名
の
他
に
'
記

(6
一

載
年
月
日
'
刊
本
の
巻
数
と
頁
､
記
事
内
容
を
略
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ

れ
ば
､
zcsl
の
青
木
兵
左
衛
門
か
ら
zC526
の
柳
野
織
部
ま
で
の
二
六
名
が
家
臣
で
あ

る
｡
zd
27

-
恥
30
の
四
名
は
'
家
臣
で
は
な
い
が
津
軽
藩
領
の
人
間
な
の
で
付
け
加

え
た
｡
こ
の
う
ち

zd29の
津
軽
の
与
介
は
元
家
臣
と
思
わ
れ
る
が
'
詳
細
は
不
明
で

あ
る
｡
以
下
二
六
名
の
家
臣
に
つ
い
て
'
他
の
史
料
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
'
ど
の

よ
う
な
家
臣
で
あ
っ
た
の
か
を
番
号
順
に
見
て
行
-
こ
と
に
す
る
｡

zcr

の
青
木
兵
左
衛
門
で
あ
る
が
'
二
代
藩
主
津
軽
信
枚
の
使
者
と
し
て
義
量
の

も
と
へ
と
'
政
宗
の
も
と
へ
と
来
て
い
る
｡
ま
た
子
供
を
出
羽
国
由
利
郡
に
い
る
内

(7
)

越
左
近
光
久
の
も
と
へ
遺
す
た
め
'
政
景
に
対
し
て
過
所
手
形
の
発
行
を
要
請
し
て

い
る
｡
由
利
郡
の
内
越

(打
越
)
氏
と
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
｡
義
宣

･
政
景
の
も
と
へ
使
者
と
し
て
来
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
'
津
軽
港
内

(8
一

に
お
い
て
ほ
身
分
が
低
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
'

｢
元
和
年
中
御
家
臣
姓
名
大
概
｣

(以
下

｢
姓
名
大
概
｣
と
略
記
す
る
)
に
み
え
る

｢
千
三
百
石

青
木
兵
右
衛
門
｣

が
'
青
木
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
家
臣
中
第
五
位
の
高
禄
で
あ
る
｡
ま
た

｢

(9
)

(歴
代
重
役
人
名
覚
書
)
｣

(以
下

｢覚
書
｣
と
略
記
す
る
)
で
は
'
三
代
藩
主
津

(10
)

軽
信
義
時
代
に

｢若
御
年
寄
｣
の
一
人
と
し
て
名
前
が
見
え
る
｡

｢封
内
事
実
秘
苑
｣

に
ょ
れ
ば
'
慶
長

一
四
年

(
一
六
〇
九
)
に
青
木
は
江
戸
に
お
い
て
三

〇
〇
石
で
召

抱
え
ら
れ
て
い
る

(信
牧
公
二
)
｡
寛
永

一
一
年

(
一
六
三
四
)
の
船
橋
半
左
衛
門

専
横
に
対
し
て
､
家
老
の
津
軽
伊
豆

･
同
美
作
等
が
出
し
た
暇
願
い
は
青
木
と
高
田

八
郎
兵
衛
宛
に
な
っ
て
お
り

(桂
光
公
三
)
'
｢若
御
年
寄
｣
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
｡
慶
安
元
年

(
一
六
四
八
)
の
記
事
で
は
'
青
木
は
江
州
の
甲
賀
侍
で
あ

っ

た
と
あ
り
､
信
枚

･
信
義
の
二
代
に
仕
え
'
禄
は

1
1
0
0
石
'
奉
行
職

(家
老
)

を
勤
め
'
正
保
四
年

(
一
六
四
七
)
九
月
二
日
死
去
し
た
と
結
ん
で
い
る

(桂
光
公

≡
)

｡

恥

2
の
秋
田
金
左
衛
門
は
'
二
代
将
軍
秀
忠
の
上
洛
時
に
義
童
の
供
を
し
て
日
野

に
い
た
政
景
の
も
と
に
'
信
枚
の
使
者
と
し
て
来
て
い
る

(
元
和
五
年
八
月
六
日

条
)
｡
秋
田
も
そ
れ
ほ
ど
身
分
が
低
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
｡

｢
姓
名
大
概
｣
で

は

｢
五
百
石

秋
田
金
左
衛
門
｣
と
み
え
る
｡

｢
対
内
事
実
秘
苑
｣
に
よ
れ
ば
'
前

述
し
た
船
橋
騒
動
の
あ
と
'
寛
永

一
三
年

(
一
六
三
六
)
に
自
ら
津
軽
藩
を
立
退
い

た
家
臣
の
中
に
秋
田
の
名
前
が
み
え
る

(桂
光
公
三
)
｡
秋
田
姓
を
名
乗
る
と
こ
ろ

か
ら
'
秋
田
安
東
氏
と
何
ら
か
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡

zcS3
の
乾
四
郎
兵
衛
は
'
秀
忠
の
上
洛
供
奉
に
つ
き
'
津
軽
藩
で
上
洛
資
金
不
足

を
理
由
に
佐
竹
藩
に
判
金

一
〇
〇
枚
の
借
金
を
申
し
込
ん
だ
事
を
最
初
と
し
て
'
政

宗
と
度
々
交
渉
を
持
つ
こ
と
に
な
る
｡
zd
23
の
服
部
長
門
守
と
同
じ
位
'
津
軽
藩
に

お
い
て
は
政
景
と
最
も
長
期
に
渡

っ
て
交
渉
を
持

っ
た
家
臣
で
あ
る
｡

『
日
記
』
に

は
'
服
部
に
次
い
で
一
八
回
名
前
が
出
て
来
て
お
り
'
行
政
上
の
処
理
を
政
宗
に
依

頼
す
る
場
合
も
多
-
､
津
軽
藩
に
お
い
て
は
家
老
級
の
人
物
と
み
な
し
て
よ
い
藩
士

で
あ
る
｡

｢姓
名
大
概
｣
で
は

｢千
石

乾
四
郎
兵
衛
｣
と
あ
る

一
方
､

｢覚
書
｣

に
は
'
二
代
信
枚

･
三
代
信
義
時
代
共
に

｢御
年
寄
｣
と
し
て
名
前
が
見
え
る
｡
乾

＼‖
l

は
こ
の
他
に
も
元
和
九
年

(
l
六
二
三
)
正
月
八
日
付
の

｢
鉄
砲
之
定
｣
に
恥
12
の

39



自
取
瀬
兵
衛

･
服
部
と
連
名
で
発
給
者
と
し
て
名
前
が
見
え
る
L
t
同
じ
-
三
名
連

(12
)

名
で
'
寛
永
三
年

(
7
六
二
六
)
四
月
六
日
付
の
青
森
振
興
を
命
じ
た

｢
覚
｣
を
出

し
て
い
る
な
ど
'
家
老
級
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
｡

恥
4
の
植
田
四
郎
右
衛
門
は
'
三
代
信
義
の
使
者
と
し
て
久
保
田
に
い
る
義
量
の

も
と
へ
来
て
い
る
｡
こ
れ
は
信
義
の
三
代
藩
主
と
し
て
の
継
目
出
仕
が
無
事
済
ん
だ

旨
の
報
告
に
来
た
も
の
で
あ
る
｡

｢姓
名
大
概
｣
に
み
え
る

｢
弐
百
石

(六
百
石
)

上
田
四
郎
右
衛
門
｣
が
植
田
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

知
行
高
に
つ
い
て
は
'
史
料
に
よ
っ

て
六
〇
〇
石
説
も
あ
る
よ
う
だ
が
'
詳
細
は
不
明
で
あ
る
｡

恥

5
の
打
越
左
吉
は
'
由
利
郡
に
在
任
中
に
二
代
信
枚
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と

に
な

っ
た

た

め

'

『
日
記
』
に
名
前
が
出
て
来
る
人
物
で
あ
る
｡
前
述
し
た
左
近
光

久
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
'

1
族
で
で
も
あ

っ
た
の
だ
ろ

(13
)

ぅ

か

｡

｢姓
名
大
概
｣
に
は

｢七
百
石

打
越
孫
九
郎
｣

･′
｢四
百
石

打
越
主
殿
｣

･

｢
四
百
石

打
越
城

(常
)
左
衛
門
｣
等
の
名
前
が
見
え
'
打
越
氏
の
7
族
と
思
わ

れ
る
人
物
が
､
か
な
り
津
軽
藩
の
家
臣
と
し
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
'
左
吉
の
新

規
召
し
抱
え
も
､
こ
れ
ら
打
越
姓
家
臣
の
存
在
と
無
縁
と
は
思
わ
れ
な
い
｡

恥
6
の
奥
寺
右
馬
丞
に
つ
い
て
は
'
次
の
章
で
少
し
-
わ
し
-
取
り
上
げ
る
こ
と

に
す
る
の
で
'
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
-
0

恥
7
の
木
村
111郎
兵
衛
は
'
津
軽
藩
士
の
乗
馬
八
疋
を
院
内
口
通
行
を
許
可
し
た

際
に
'
津
軽
藩
側
の
責
任
者
と
し
て
通
行
切
手
に
名
前
が
見
え
る
家
臣
で
あ
る
｡

｢
姓
名
大
概
｣
に
知
行
高
不
明
の
家
臣
の
一
人
と
し
て
'
似
た
名
前
の

｢木
村
三
郎

右
衛
門
｣
が
見
え
る
が
'
同

一
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
｡

恥
8
の
北
村
久
左
衛
門
は
'
二
代
信
枚
の
使
者
と
し
て
義
量
の
も
と
へ
来
て
い
る
｡

｢
姓
名
大
概
｣
で
は

｢
七
百
石

北
村
久
左
衛
門
｣
と
あ
り
'
な
か
な
か
大
身
で
あ

る
｡

｢覚
書
｣
に
は
'
三
代
信
義
時
代
に
'

｢
若
御
年
寄
｣

･
｢御
年
寄
｣
と
し
て

(14
一

名
前
が
見
え
'
家
老
級
の
重
臣
と
し
て
重
き
を
な
し
た
｡

『津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
に

ょ
れ
ば
'
北
村
の
先
祖
は
近
江
国
河
村

･
北
村
を
領
L
t
細
川
右
京
太
夫
氏
綱
に
仕

え
て
い
た
が
t
の
ち
浪
人
し
､
父
平
右
衛
門
が
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
に
藩
祖
為

信
に
五
〇
〇
石
で
召
し
抱
え
ら
れ
て
津
軽
家
の
家
臣
と
な
っ
た
｡
平
右
衛
門
は
二
代

信
枚
代
に
深
浦
城
代
を
勤
め
'
元
和
四
年

(
〓
ハ
一
八
)
死
去
し
て
い
る
｡
久
左
衛

(15
)

門
は

｢津
軽
興
業

誌

｣

に
ょ
れ
ば
'
元
和
六
年

(
一
六
二
〇
)
に
深
浦
町

･
沢
辺

･

へ
な
し

艦
作
の
派
立
'
同
七
年

(
T
六
二

1
)
に
松
神

･
大
間
越
の
派
立
'
寛
永
元
年

(
一

〔笹
内
〕

六
二
四
)
に
正
道
尻

･
佐

々
内

･
上
野
の
派
立
を
そ
れ
ぞ
れ
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
｡
い

ず
れ
も
深
浦
近
辺
で
あ
り
'
父
平
右
衛
門
の
あ
と
を
受
け
継
い
で
'
津
軽
藩
の
日
本

海
側
の
西
浜

一
帯
の
開
発
に
功
績
が
あ
っ
た
家
臣
と
言
え
よ
う
｡
蛇
足
に
な
る
が
'

久
左
衛
門
の
子
弥
右
衛
門
も
の
ち
家
老
と
な
る
し
､
孫
喜
多
村
監
物
も
家
老
に
登
用

(16
)

さ
れ
る
な
ど
'
北
村
氏
は
津
軽
藩
に
お
い
て
重
臣
を
出
す
名
家
と
な

っ
て
い
-
｡

恥
9
の
小
坂
伝
兵
衛
は
､
佐
竹
藩
と
津
軽
藩
の
境
目
交
渉

(後
述
す
る
)
の
際
､

津
軽
藩
の
検
使
衆
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
と
し
て
政
宗
の
も
と
へ
来
た
家
臣
で
あ
る
｡

(17
)

｢
姓
名
大
概
｣
に
は
名
前
が
見
え
な
い
が
'

｢
二
百
石

高
坂
伝
兵
衛
｣
と
あ
る
の

が
'
音
が
非
常
に
似
て
お
り
'
小
坂
を
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
｡

恥
10
の
郡
市
兵
衛
は
'
境
目
交
渉
の
際
'
津
軽
藩
の
検
使
衆
の
1
人
と
し
て
名
前

の
出
て
来
る
家
臣
で
あ
る
｡

｢姓
名
大
概
｣
に
は

｢
五
百
石

郡
市
兵
衛
｣
と
あ
り
'

(18
)

役
目
柄
そ
れ
ほ
ど
低
い
身
分
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な

い

｡

｢
覚
書
｣
に
は

名
前
は
見
え
な
い
が
'
二
代
信
枚
時
代
に

｢
御
出
頭
人
｣
'
三
代
信
義
時
代
に

｢
若

御
年
寄
｣
と
し
て
名
前
の
み
え
る

｢郡
逢
殿
｣
が
市
兵
衛
の
改
称
と
す
れ
ば
'
重
臣

と
み
な
さ
れ
る
が
'
推
定
に
と
ど
め
て
お
-
｡
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2
.E
の
郡
半
丞
は
'
津
軽

へ
下
向
す
る
際
t

l
行
の
中
に
い
る
女
の
過
所
手
形
の
発

行
を
要
請
し
て
き
た
た
め

『
日
記
』
に
人
名
が
出
て
来
た
家
臣
で
あ
る
｡

｢
姓
名
大

概
｣
に
も

｢覚
書
｣
に
も
姓
名
は
み
え
な
い
が
'

恥
10
の
郡
市
兵
衛
の

一
族
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
｡

｢封
内
事
実
秘
苑
｣
に
ょ
れ
は
'
寛
永

二

年

(
一
六
三
四
)

の
船
橋
騒
動
に
関
し
て
'
暇
願
い
を
出
し
た
家
臣
の
中
に
両
名
の
名
前
が
見
え
る

(桂
光
公
三
)
｡
ま
た
'
郡
民
に
つ
い
て
は
'

｢時
慶
卿
記
｣
の
慶
長

一
〇
年

(
一

(19
)

六
〇
五
)
四
月
三
日
条
に
'
藩
祖
為
信
の
使
者
と
し
て
参
議
西
洞
院
時
慶
の
も
と
に

郡
市
左
衛
門
が
訪
れ
て
い
る
記
事
が
あ
る
｡

｢
市
｣
の
字
を
共
通
と
し
て
お
り
'
こ

の
市
左
衛
門
と
市
兵
衛
は
親
子
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
他
に
史
料
が
な
い
の
で

推
定
の
域
を
出
な
い
が
'
市
左
衛
門
-
市
兵
衛
-
半
丞
と
続
-
家
系
が
考
え
ら
れ
る
｡

恥
12
の
自
取
瀬
兵
衛
は
'
境
目
交
渉
の
件
で
t
m
23
の
服
部
長
門
守
と
連
名
で
憲

忠
へ
書
状
を
送
っ
て
来
た
家
臣
と
し
て
名
前
が
出
て
来
る
｡
境
目
交
渉
の
件
で
別
に

三
度
名
前
が
出
て
来
る
は
か
は
'
久
保
田
城
下
亀
ケ
丁
五
右
衛
門
の
津
軽
か
ら
の
召

喚
の
件
で
乾

･
服
部
と
共
に
名
前
が
出
て
来
る
だ
け
で
あ
る
｡

『
日
記
』
に
名
前
の

出
て
来
る
回
数
は
少
な
い
が
'
乾

･
服
部
と
い
う
家
老
級
の
家
臣
と

一
緒
に
名
前
が

出
て
来
る
と
こ
ろ
か
ら
'
自
取
も
家
老
級
の
人
物
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

｢覚

書
｣
に
は
'
二
代
信
枚
時
代
に
服
部

･
乾
と
同
じ
-

｢御
年
寄
｣
と
し
て
姓
名
が
見

え
て
お
り
'
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
｡

｢
姓
名
大
概
｣
に
は
名
前
は
見
え
な
い
が
'

(20
)

実
は

｢
八
百
石

山
口
瀬
兵
衛
｣
と
あ
る
の
が
自
取
の
こ
と
で
あ
る
｡

｢為
信
公
御

(21
)

代
諸
士
姓
名
大
概
｣
に
は
'
自
取
の
名
前
が
み
え

｢御
二
代
目
二
至
-
テ
御
家
老
職

二
成
ル
｣
と
の
注
記
が
あ
る
｡
ま
た

｢津
軽
興
業
誌
｣
に
は
'
自
取
に
あ
て
た
慶
長

.;･::
;

一
四
年

(
一
六
〇
九
)
六
月
五
目
付
の
浜
の
長
峯

･
浪
岡
内
約
決
の
派
立
を
命
ず
る

信
枚
の
印
判
状
が
載

っ
て
お
り
'
自
取
は
当
初
開
発
功
者
で
も
あ

っ
た
よ
う
だ
｡
な

(22
)

お
'
二
代
藩
主
信
枚
は
自
取
伊
右
衛
門
の
妹
が
生
母
で
あ
る
が
'
瀬
兵
衛
は
伊
右
衛

門
の
1
族
と
思
わ
れ
る
｡

恥
13
の
大
道
寺
隼
人
は
'
二
代
信
枚
の
歳
暮

･
年
頭
の
使
者
し
て
義
童
の
も
と
へ

来
て
い
る
｡
そ
の
後
'
堺
の
三
十
郎
の
返
還
の
件
で
恥
24
の
松
野
大
学
と
共
に
交
渉

を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
'
こ
の
間

一
〇
年
間
は
全
-

『
日
記
』
に
記
事
が
見
え
な
い
｡

使
者
を
勤
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
そ
れ
ほ
ど
身
分
が
低
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
'

｢
姓
名
大
概
｣
に
は

｢
四
百
石

大
道
寺
隼
人
｣
と
あ
る
｡

｢
覚
書
｣
で
は
三
代
信

義
時
代
に

｢御
年
寄
｣
と
し
て
松
野
大
学
と
共
に
名
前
が
み
え
る
｡
浪
岡
八
幡
宮

(現
南
津
軽
郡
浪
岡
町
)
に
残
る
寛
永

一
五
年

(
一
六
三
八
)
菊
月

(九
月
)
二
七

目
付
の
棟
札
に
は
'

｢
国
家
奉
行
松
野
大
学
頭

･
大
道
寺
隼
人
正
｣
と
の
記
載
が
め

(23
一

る
｡
国
家
奉
行
と
い
う
の
は
家
老
の
異
称
で
あ
ろ
う
か
｡
大
道
寺
氏
は
の
ち
に
津
餐

藩
で
は
代
々
家
老
を
輩
出
す
る
家
柄
と
し
て
重
き
を
な
し
て
行
-
が
'
そ
の
基
礎
は

こ
の
隼
人
の
時
に
つ
-
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

恥
14の
高
屋
豊
前
守
は
'
境
目
交
渉
の
検
使
衆
の

l
人
と
し
て
名
前
が
出
て
来
る

家
臣
で
あ
る
｡
そ
の
後
は
将
軍
秀
忠
上
洛
時
の
供
奉
に
伴
う
借
金
申
し
込
み
や
'
前

述
の
堺
の
三
十
郎
の
件
等
で
政
景
と
交
渉
を
持

っ
て
お
り
'

『
日
記
』
に
は
比
較
的

多
-
名
前
が
出
て
来
る
｡

｢
姓
名
大
概
｣
で
は

｢
千
石

高
屋
豊
前
｣
と
見
え
'

｢
覚
書
｣
に
も
二
代
信
枚
時
代
に

｢
江
戸
御
留
守
居
｣
と
し
て
'
船
橋
半
左
衛
門
と

共
に
名
前
が
見
え
る
｡
こ
の
役
職
の
左
に
あ
る
注
記
に
は

｢御
留
守
之
節
老
長
門

二

加
リ
加
判
被
仰
付
候
｣
と
あ

っ
て
'
服
部
長
門
と
は
ば
同
格
の
重
臣
と
み
な
し
て
よ

い
も
の
と
思
う
｡

恥
15
の
種
市
伝
介
は
'
鯵
ヶ
沢

(現
西
津
軽
郡
鯵
ヶ
沢
町
)
の
大
工
伝
蔵
の
娘
を

か
ど
わ
か
し
て
男
鹿
の
脇
本
へ
逃
げ
た
九
兵
衛
の
引
き
取
り
に
や
っ
て
来
た
家
臣
で
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あ
る
｡

｢姓
名
大
概
｣
に
も

｢覚
書
｣
に
も
名
前
が
見
え
ず
'
あ
ま
り
身
分
の
高
い

家
臣
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
｡
種
市
と
い
う
姓
は
現
弘
前
市
の
大
字
種
市

(当

時
種
市
村
)
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
'
こ
の
地
に
知
行
地
を
持

っ
て
い
た

下
級
藩
士
で
な
か
っ
た
ろ
う
か
｡

仙
16
の
寺
尾
権
兵
衛
は
'
境
目
交
渉
の
検
使
衆
の
1
人
と
し
て
名
前
の
出
て
来
る

家
臣
で
あ
る
｡
境
目
が
正
式
に
決
定
し
た
あ
と
は
'
そ
の
礼
を
述
べ
る
た
め
に
信
枚

の
使
者
と
し
て
義
童
の
も
と
へ
遣
わ
さ
れ
る

一
方
'
ま
た
そ
の
帰
途
か
ら
年
頭
の
挨

拶
を
述
べ
る
使
者
と
し
て
再
来
し
て
お
り
'
休
む
間
も
な
-
大
役
を
勤
め
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
'
そ
れ
ほ
ど
身
分
の
低
い
家
臣
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
'

｢
姓
名
大
概
｣
に
は
名
前
は
見
え
な
い
｡
た
だ
知
行
高
不
明
の
家
臣
の
中
に

｢
寺
尾

権
兵
衛
｣
と
い
う
名
前
が
あ
り
'
こ
れ
が
寺
尾
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

恥
17
の
戸
沢
勘
兵
衛
は
'
久
保
田
城
下
の
博
労
町
橋
普
請
場
に
お
い
て
'
義
量
の

家
臣
石
川
甚
右
衛
門
の
家
来
と

｢緩
怠
各
｣
の
出
入
を
起
こ
し
て
名
前
が
出
て
来
る

家
臣
で
あ
る
｡

｢姓
名
大
概
｣
に
は

｢
四
百
石

戸
沢
勘
兵
衛
｣
と
あ
り
'
そ
れ
ほ

ど
身
分
の
低
い
家
臣
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
｡

恥
18
の
戸
田
二
郎
右
衛
門
は
'

恥
E
の
郡
半
丞
と
共
に
津
軽

へ
下
向
に
付
き
､

1

行
の
中
に
い
る
女
の
過
所
手
形
の
発
行
を
要
請
し
'
名
前
の
出
て
来
る
家
臣
で
あ
る
｡

｢
姓
名
大
概
｣
に
見
え
る

｢
六
百
石

戸
田
次
郎
右
衛
門
｣
の
こ
と
と
思
わ
れ
'
大

身
の
家
臣
と
い
え
よ
う
｡

恥
19
の
戸
田
茂
兵
衛
は
'
境
目
交
渉
の
検
使
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
者
と
し
て
t
zd

9
の
小
坂
伝
兵
衛
と
同
様
名
前
が
出
て
来
る
家
臣
で
あ
る
｡
そ
れ
ほ
ど
身
分
の
高
い

藩
士
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
｡

｢姓
名
大
概
｣
に
は
'
知
行
高
不
明
の
家
臣
の

中
に

｢戸
田
茂
兵
衛
｣
の
名
前
が
見
え
る
｡
恥
18
の
戸
田
二
郎
右
衛
門
と
茂
兵
衛
の

関
係
は
不
明
で
あ
る
｡

恥
20
の
中
村
内
蔵
丞
は
'
境
目
交
渉
の
検
使
衆
の
一
人
と
し
て
名
前
の
出
て
来
る

家
臣
で
あ
る
｡
検
使
を
勤
め
て
い
る
位
な
の
で
'
そ
れ
ほ
ど
身
分
の
低
い
藩
士
と
は

思
わ
れ
な
い
が
'

｢姓
名
大
概
｣
に
も

｢覚
書
｣
に
も
名
前
は
見
え
な
い
｡
た
だ
'

･｣
､

『津
軽
歴
代
記
類

上
』
元
和
元
年

(
1
六

一
五
)

一
二
月
七
日
の
記
事
に
'
信
杖

が
下
国
し
た
際
､
大
間
越
か
ら
弘
前
の
通
り
筋
に
'
こ
の
年
の
凶
作
の
た
め
餓
死

･

倒
死
の
者
が
数
百
人
あ
る
の
を
見
て
､
中
村
蔵
之
丞
に
来
春
早
々
'
種
籾
と
米
を
調

べ
る
よ
う
命
じ
て
越
後
へ
差
し
登
し
た
と
あ
る
｡

恥
21
の
長
山
助
左
衛
門
は
'
江
戸
か
ら
下
国
に
付
き
'
八
森
ロ
の
過
所
手
形
の
発

行
を
要
請
し
'
名
前
の
出
て
来
る
家
臣
で
あ
る
｡
佐
竹
藩
で
走
衆
を
勤
め
る
長
山
彦

兵
衛
と
兄
弟
で
あ
る
と
も
見
え
る
｡

｢姓
名
大
概
｣
で
は

｢
六
百
石

永

(長
)
山

助
左
衛
門
｣
と
あ
る
の
が
'
長
山
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

｢
覚
書
｣
で
は
'
≡

代
信
義
時
代
に

｢御
使
番
｣
と
し
て
名
前
が
見
え
る
ほ
か
'
兼
役
の
ま
ま

｢御
郡
奉

行
｣
と
し
て
も
名
前
が
見
え
る
｡
長
山
彦
兵
衛
の
走
衆
と
い
う
役
職
は
'
佐
竹
藩
に

お
い
て
さ
ほ
ど
高
い
役
職
と
は
思
わ
れ
ず
'
兄
弟
で
あ
り
な
が
ら
両
者
の
差
が
極
立
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

恥

22の
服
部
左
近
は
'
人
名
が
は
っ
き
り
と
出
て
来
る
わ
け
で
な
-
'
恥
23
の
父

服
部
長
門
守
と
共
に

｢長
門
親
子
｣
と
い
う
形
で
出
て
来
る
の
み
で
あ
る
｡
父
と
同

様
'
津
軽
藩
の
中
で
重
き
を
な
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
｡

『津
軽
藩
旧
記
伝

類
』
に
よ
れ
は
'
父
の
死
後
､
兼
平
伊
豆

･
乳
井
美
作
に
組
L
t
船
橋
半
左
衛
門
と

(25
)

確
執
L
t
暇
を
取

っ
て
加
賀
の
前
田
家
へ
仕
え
た
と
み
え
る
｡

恥
23
の
服
部
長
門
守
は
'
境
目
交
渉
の
件
で
恥
12
の
自
取
瀬
兵
衛
と
共
に
'
憲
忠

へ
書
状
を
よ
こ
し
た
の
を
初
見
と
L
t
表
I
を
み
て
も
ら
え
ば
わ
か
る
よ
う
に
'
様
々
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な
機
会
に
政
景
と
交
渉
を
持
ち
'
名
前
の
出
て
来
る
家
臣
で
あ
る
｡
久
保
田
城
下
負

ケ
丁
五
右
衛
門
の
津
軽
か
ら
の
召
換
の
件
'
内
越
左
吉
召
抱
の
件
'
堺
の
三
十
郎
召

喚
の
件
､
九
兵
衛
返
還
の
件
等
'
元
和
四
年

(
一
六

一
八
)
か
ら
寛
永

一
〇
年

(
一

六
三
三
)
ま
で
'
足
か
け

〓
ハ年
に
渡

っ
て
二
二
回

『
日
記
』
に
名
前
が
出
て
来
る
｡

津
軽
藩
で
は
最
も
政
景
と
接
触
が
多
-
'
親
し
い
人
物
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡

藩
内
で
の
地
位
も
高
-
'

｢姓
名
大
概
｣
で
は

｢
三
千
石

服
部
長
門
｣
と
あ
り
'

他
の
三
名
と
共
に
'
最
も
知
行
高
の
高
い
家
臣
で
あ

っ
た
｡

｢
為
信
公
御
代
諸
士
姓

名
大
概
｣
に
も
名
前
が
見
え
'

｢御
二
代
目
御
家
老
勤
之
｣
と
注
記
が
あ
る
｡

｢覚

書
｣
で
は
'
二
代
信
枚
時
代
'
三
代
信
義
時
代
と
も
に

｢御
年
寄
｣
と
し
て
名
前
が

見
え
る
｡

『津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
で
は
'
元
は
甲
賀
忍
の
達
人
と
も
'
三
河
浪
人
と

も
あ
っ
て
前
歴
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
'
慶
長
五
年

(
一
六

〇
〇
)
関
ケ
原
戦
の
大

垣
攻
め
に
戦
功
が
あ
り
'
徳
川
家
康
か
ら
一
字
を
賜
り
康
成
と
名
を
改
め
た
と
い
う
｡

(26
)

寛
永

二

一年

(
一
六
三
五
)
七
月
二

一
日
死
去
し
て
い
る
｡

zcs24
の
松
野
大
学
は
'
堺
の
三
十
郎
召
喚
の
件
で
恥
13
の
大
道
寺

･
仙
14
の
高
屋

と
共
に
名
前
の
出
て
来
る
家
臣
で
あ
る
｡
大
道
寺

二
鳥
屋
と
同
格
の
重
臣
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
｡

｢姓
名
大
概
｣
に
は

｢
七
百
石

松
野
大
学
｣
と
見
え
大
身
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
｡

｢覚
書
｣
に
は
三
代
信
義
時
代
に

｢御
年
寄
｣
と
し
て
大
道
寺
と

共
に
名
前
が
見
え
る
｡
ま
た
前
述
し
た
浪
岡
八
幡
宮
に
残
る
棟
札
に
は
'

｢
国
家
奉

行
｣
と
し
て
こ
れ
も
大
道
寺
と
共
に
名
前
が
見
え
る
｡

｢
為
信
公
御
代
諸
士
姓
名
大

概
｣
に
は

｢松
野
久
七
｣
と
い
う
名
前
が
あ
り

｢大
学
卜
改
｣
と
見
え
る
の
で
'
久

七
は
大
学
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
'

｢
三
老
ノ
後
御
家
老

二
成
ル
｣
と
も
注
記
が
め

り
'
三
老
=
兼
平
中
書
綱
則

･
森
岡
金
吾
信
元

･
小
笠
原
伊
勢
信
清
の
次
の
家
老
と

す
る
と
年
代
が
合
わ
ず
'
こ
こ
に
見
え
る
大
学
は
先
代
の
大
学
で
あ
ろ
う
｡
と
も
め

れ
'
松
野
家
は
重
臣
の
家
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
｡

恥
25
の
湊
修
理
は
'
岩
城
宣
家
の
家
臣
豊
後
の
飛
脚
が
'
湊
の
も
と
へ
行
-
途
中

殺
害
さ
れ
た
た
め
名
前
が
出
て
来
る
家
臣
で
あ
る
｡

｢
姓
名
大
概
｣

･
｢覚
書
｣
に

も
名
前
は
見
え
な
い
｡
た
だ

｢姓
名
大
概
｣
に
は

｢
二
百
石

湊
八
郎
左
衛
門
｣

･

｢
二
百
石

湊
八
郎
兵
衛
｣
と
'
湊
姓
を
名
乗
る
家
臣
が
二
人
お
り
'
修
理
と
関
倭

あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
｡
m
2
の
秋
田
金
左
衛
門
と
同
様
'
秋
田
安
東
氏

(も
し
-

は
湊
安
東
氏
)
と
関
連
が
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡

恥
26
の
柳
野
織
部
は
'
信
枚
の
歳
暮

･
年
頭
の
使
者
と
し
て
義
量
の
も
と
へ
来
て

い
る
家
臣
で
あ
る
｡
使
者
を
勤
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
そ
れ
ほ
ど
身
分
の
低
い
家

臣
と
は
思
わ
れ
な
い
が
'

｢姓
名
大
概
｣
に
知
行
高
不
明
の
家
臣
の
中
に
柳
野
の
名

前
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
｡

『津
軽
歴
代
記
類

上
』
元
和
九
年

(
一
六
二
三
)
七

月
の
記
事
に
'
将
軍
家
光
が
上
洛
し
た
際
'
信
枚
も
供
奉
し
て
い
る
が
'
そ
の
際
'

大
道
寺
隼
人

･
松
野
大
学

･
服
部
長
門
守

･
乾
四
郎
兵
衛
ら
と
共
に
柳
野
の
名
前
が

(27
)

供
人
数
の
中
に
み
え
る
｡

以
上
'

『
日
記
』
に
見
え
る
二
五
名
の
津
軽
藩
家
臣
に
つ
.い
て
考
察
し
て
み
た
｡

『
日
記
』
の
性
質
上
'
政
景
と
交
渉
の
あ
っ
た
家
臣
は
'
津
軽
藩
内
に
お
い
て
は
め

ま
り
身
分
の
低
い
者
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
｡
た
だ
'
津
軽
藩
側
の
史
料
の
刺

約
か
ら
'
ど
の
よ
う
な
家
臣
で
あ

っ
た
の
か
明
ら
か
に
し
え
な
い
点
が
多
い
こ
と
が

残
念
で
あ
る
｡

4 3

二
､
奥
寺
右
馬
丞
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
'
前
章
で
割
愛
し
た
恥
6
の
奥
寺
右
馬
丞
に
つ
い
て
見
て
行
-
こ
と
に



す
る
｡

『
日
記
』
の
元
和
三
年

(
一
六

一
七
)

一
〇
月

一
九
日
条
に
初
め
て
名
前
の

出
て
来
る
奥
寺
は
'
妻
子
を
捨
て
'
欠
落
し
た
不
屈
者
と
し
て
'
津
軽
藩
か
ら
佐
竹

藩
に
対
し
て
成
敗
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
｡

『
日
記
』
に
お
け
る
津
軽
藩

関
係
の
記
事
と
し
て
も
初
見
の
も
の
で
あ
り
大
変
興
味
深
い
｡
妻
子
を
捨
て
'
欠
落

を
し
た
だ
け
で
成
敗
依
頼
が
出
さ
れ
る
と
い
う
の
は
'
当
時

一
般
的
で
あ

っ
た
か
ど

う
か
は
不
明
だ
が
'

『
日
記
』
の
慶
長

一
九
年

(
一
六

一
四
)

一
〇
月
二
六
日
条
に

み
え
る
最
上
家
か
ら
の
欠
落
人
の
成
敗
依
頼
の
場
合
と
は
何
か
異
質
な
も
の
を
感
じ

る
｡
こ
ち
ら
の
場
合
は
'
山
形
城
主
最
上
家
親
が
大
坂
の
陣
に
江
戸
城
留
守
を
命
ぜ

ら
れ
た
際
'
豊
臣
氏
と
内
通
の
噂
の
高
い
異
母
弟
清
水
義
親
を
攻
め
滅
し
た
｡
こ
の

時
'
最
上
家
中
か
ら
逃
げ
て
土
崎
湊
に
潜
伏
し
た
安
孫
子
左
門
兄
弟
と
家
来

一
〇
敬

名
に
対
し
て
'
討
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
政
景
は
'
大
山
忠
政
と
共
に
配
下
の
足
軽
を
逮

れ
'
左
門
等
を
隠
家
に
囲
み
'
兄
弟
と
殉
死
を
望
む
家
来
八
名
を
切
腹
せ
し
め
て
い

る
｡
そ
の
際
に
は
左
門
等
の
申
し
出
に
よ
り
'
近
-
の
寺

へ
帯
刀
の
ま
ま
護
送
し
て

礼
を
尽
-
す
と
い
う
手
厚
い
も
て
な
し
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
左
門
等
は
藩
主

に
反
逆
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
'
成
敗
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
罪
が
あ

っ

た
わ
け
で
あ
る
｡

こ
こ
で
'
奥
寺
の
罪
状
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
'
妻
子
を
捨
て
て
欠
落
し
た
だ

け
で
成
敗
対
象
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
わ
-
の
で
あ
る
｡
佐
竹
藩
で
は

津
軽
藩
の
要
請
を
受
け
て
か
ら
'
奥
寺
の
動
向
に
は
以
後
気
を

つ
け
て
い
る
｡
元
和

五
年

(
一
六

一
九
)

一
二
月
二
七
日
条
に
は
'

一
三
目
付
の
政
景
の
兄
憲
忠
の
書
状

に
'
奥
寺
に
つ
い
て
言
及
し
た
部
分
が
あ
る
は
か
'
翌
六
年

(
一
六
二
〇
)
二
月
二

八
日
条
に
は
築
民
部
宗
勝
か
ら
政
景
に
あ
て
た
書
状
に
'
奥
寺
が
仙
台
に
い
る
と
い

ぅ
情
報
は
偽
り
ら
し
-
'
ど
う
も
由
利
に
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
来

て
お
り
'
そ
れ
に
対
し
て
政
景
は
分
国
内
に
お
い
て
は
成
敗
し
て
も
か
ま
わ
な
い
旨

返
答
し
て
い
る
｡
翌
二
月
二
九
日
条
に
は
'
同
じ
-
民
部
か
ら
の
書
状
に
'
奥
寺
は

由
利
の
か
や
か
沢
と
い
う
所
に
い
る
事
が
判
明
し
た
と
あ
り
'
そ
れ
に
対
し
て
政
景

は
他
領
の
者
で
も
'
民
部
の
手
の
者
で
も
奥
寺
を
討
ち
取
れ
ば
褒
美
の
銀
を
与
え
る

旨
返
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

『
日
記
』
に
見
え
る
奥
寺
の
動
向
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
の
で
'
成
敗
さ
れ
た
も
の

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
｡
し
か
し
'
奥
寺
右
馬
丞
と
い
う
人
物
は
こ
の
他
の
史
料

(28
)

に
も
動
向
が
出
て
-
る
｡

｢
工
藤
家
記
｣
は
慶
長

一
七
年

(
一
六

二

一)
に
起
こ
っ

た
高
坂
蔵
人
の
乱
を
記
し
た
あ
と
に
'
同
年
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
｡
奥
寺
右
馬
丞
は
元
来
南
部
家
の
家
臣
で
あ

っ
た
が
'
刺
客
と
し
て
'
身
分
を
紘

し
て
二
代
藩
主
信
枚
に
仕
え
'
禄
四
〇
〇
石
を
取
り
'
近
習
に
召
し
出
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
｡
信
枚
の
昼
夜
の
御
座
所
を
も
知
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
'
或
夜
信
枚
の

会
を
外
よ
り
刺
し
た
が
暗
殺
に
失
敗
し
'
討
手
が
か
か
っ
た
｡
し
か
し
'
討
手
の
者

を
鉄
砲
で
打
ち
落
と
し
無
事
逃
げ
の
び
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡

こ
の
記
事
と

『日
記
』
の
記
事
を
関
連
づ
け
て
み
る
と
'
信
枚
暗
殺
未
遂
事
件
後
'

奥
寺
は
佐
竹
藩
領
に
潜
伏
L
t
た
ま
た
ま
苅
和
野
に
い
る
と
い
う
情
報
を
得
た
津
軽

藩
は
'
佐
竹
藩
に
妻
子
を
捨
て
て
欠
落
し
た
不
屈
者
と
し
て
成
敗
を
依
頼
し
た
よ
う

に
も
思
え
る
｡
最
も
奥
寺
は
暗
殺
未
遂
後
は
'
南
部
領
に
逃
げ
込
む
の
が
無
難
だ
と

思
う
の
だ
が
'
何
故
し
な
か
っ
た
の
か
疑
問
が
残
る
｡

(29
)

一
方
'

『南
部
藩
参
考
諸
家
系
図

』

に
は
'
南
部
藩
士
と
し
て
奥
寺
右
馬
尉
が
い

た
事
が
判
明
す
る
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
'
鉄
砲
の
名
人
で
あ
る
奥
寺
は
浪
人
し
て
花
巻

に
い
た
が
'
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
秋
'
和
賀
の
旧
主
和
賀
主
馬
忠
親
が
花
巻
城

を
夜
討
ち
し
た
際
'
弟
の
右
衛
門
と
共
に
城
中
に
は
い
り
'
城
を
守

っ
た
北
信
愛
を

44



助
け
て
大
軍
功
が
あ
っ
た
｡
こ
の
た
め
'
北
の
推
挙
で
藩
士
と
な
り
'
二
五
〇
石
杏

賜
り
老
頭
を
勤
め
た
｡
慶
安
二
年

(
一
六
四
九
)
に
死
去
し
て
い
る
｡

『
盛
岡
藩
雑

(30
)

書

第

一
巻
』
正
保
四
年

(
一
六
四
七
)
六
月

二

一日
条
に
は
'

｢
二

奥
寺
右
馬

丞
二
御
預
ケ
ノ
又
二
郎
所
よ
り
'
二
本
松
源
二
郎
女
房
之
所

へ
之
立
伝
為
申
伝
由
也

(下
略
)
｣
と
い
う
記
事
が
あ
る
は
か
'
同
書
に
は
他
に
も
二
'
三
奥
寺
の
名
が
見

え
る
か
ら
'
奥
寺
右
馬
尉
の
存
在
は
確
か
め
ら
れ
る
｡

奥
寺
の
父
八
左
衛
門
は
津
軽
郡
奥
寺
村

(現
在
地
不
明
)
に
住
み
七

〇
〇
石
を
領

し
て
い
た
が
'
天
正
年
中
に
浪
人
と
な
り
三
戸
へ
来
た
旨
'

『盛
岡
藩
参
考
諸
家
系

(31
)

図
』
に
あ
る
か
ら
'
八
左
衛
門
は
為
信
の
津
軽
地
方
統

一
の
過
程
で
南
部
領

へ
追
わ

れ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
る
と
右
馬
丞
が
刺
客
と
し
て
津

軽
藩
へ
潜
入
し
た
事
は
'
あ
な
が
ち
虚
構
と
も
思
え
ず
'
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え

な
い
の
で
あ
る
｡
無
事
南
部
領
に
逃
げ
帰
っ
て
'
南
部
藩
士
と
し
て

一
生
を
終
わ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

三
へ
津
軽

･
佐
竹
藩
領
境
目
決
定

こ
の

『日
記
』
を
分
析
し
て
行
-
と
'
家
臣
団
の
実
態
と
共
に
'
津
軽
薄
々
政
に
関

す
る
事
も
わ
か
っ
て
来
る
｡
以
下
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
-
こ
と
に
し
よ
う
｡

ま
ず
最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
'
津
軽

･
佐
竹
両
藩
の
境
目
問
題
で
あ
る
｡
元
和

四
年

(
一
六

一
八
)
九
月
二
五
日
の
記
事
を
初
出
と
し
て
'

『
日
記
』
に
は
両
津
の

境
目
決
定
に
い
た
る
ま
で
の
交
渉
の
記
事
が
出
て
来
る
｡
こ
れ
は
'
政
景
が
佐
竹
藩

の
検
使
と
し
て
'
津
軽
藩
と
交
渉
に
あ
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
両
津
の
量
目
決
定
が

(32
)

急
に
問
題
化
す
る
の
は
'
幕
府
の
意
向
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
､
佐
竹
藩
は
一

方
で
南
部
藩
と
も
境
目
交
渉
も
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
政
景
が
境
目
交
渉
の
検
使

(33
)

に
任
命
さ
れ
た
の
は
'
南
部
藩
と
の
境
目
交
渉
に
た
ず
さ
わ
っ
た
経

験

を

か
わ
れ
た

た
め
と
思
わ
れ
る
｡

そ
れ
で
は

『
日
記
』
か
ら
'
順
次
交
渉
過
程
を
追

っ
て
行
-
こ
と
に
す
る
｡
こ
の

年
の
一
〇
月

一
目
条
に
は

｢津
軽
境
目
之
儀
'
是
非
共
此
度
済
侯
様

こ
と
'
尚
被
仰

付
侯
｣
と
あ
っ
て
'
義
畳
が
政
景
に
対
し
て
量
目
を
決
定
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
0

一
〇
月
五
日
条
に
は
須
後
の
明
神
官
で
津
軽
藩
の
検
使
衆
高
屋

･
寺
尾

･
中
村
の
≡

人
と
落
ち
合
い
'
境
目
の
検
分
を
し
て
い
る
記
事
が
見
え
る
｡
そ
れ
に
よ
れ
は
､
津

軽
側
の
主
張
は

｢
い
忙
し
ヘ
音
此
所
境

こ
う
た
か
い
無
之
侯
'
明
神
二
神
立
侯
て
'

壱
社

ハ
八
森
の
方

へ
む
き
'
壱
社

ハ
津
軽
之
方

へ
む
き
侯
'
又
や
た
て
の
槻
二
本
御

〔先
〕

座
侯
'
道
の
左
右
'
明
神
の
馬
場
崎

二
御
座
候
'
壱
本

ハ
秋
田
御
分
の
木
'
壱
本

ハ

津
軽
分
領
之
木
'
又
明
神
左
右

二
小
川
御
座
候
､
津
軽
之
方
の
川
を

ハ
打
は
ら
い
川
へ

秋
田
の
方
の
川
を

ハ
と
は
ら
い
川
と
申
侯
｣
と
あ
り
'
明
神
社

･
や
た
て
の
槻

･
小

川
の
存
在
を
あ
げ
て
須
後
の
明
神
宮
の
場
所
を
も
っ
て
八
森
口
の
境
目
と
し
て
い
る
｡

〔知
脱
力
〕

(実

こ
れ
に
対
し
て
'
佐
竹
側
で
は
｢
御

存

の

こ
と
く
'
右
京
大
夫
事

ハ
'
秋
田
藤

大

辛
)

郎
殿
御
跡
無
残
拝
領
被
致
'
昨
今
被
罷
移
侯
｣
と
し
て
'
境
目
の
こ
と
は
よ
-
わ
か

ら
な
い
と
し
な
が
ら
'

｢左
様

二
し
る
し
有
儀
を
'
藤
太
郎
殿
御
代
之
時
分
不
被
相

極
儀
'
不
審

二
存
侯
｣
と
ま
ず
疑
問
を
な
げ
か
け
て
い
る
｡
そ
し
て
'

｢
此
方
の
古

人
申
出
る
境
目
'
掛
御
目
二
俣

ハ
ん
と
申
候
て
'
同
心
仕
'
か
ど
か
沢
迄
参
侯
処

二
､

何
共
境
目
二
可
申
立
地
形

二
無
之
候
｣
と
あ

っ
て
､
佐
竹
側
の
境
目
と
主
張
す
る
場

所
角
ケ
沢
ま
で
行

っ
た
が
'
そ
こ
は
境
目
と
申
し
立
て
る
地
形
で
は
な
か
っ
た
｡
こ

の
た
め
政
景
は
色
々
弁
解
を
試
み
'
苦
し
い
申
し
開
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
'
最
後

は
形
勢
不
利
の
ま
ま

｢乍
去
'
此
所
境
極
候
て
も
､
比
内
矢
立
之
境
極
不
申
候

へ
ハ
'
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如
何

二
俣
問
'
此
儀
を
御
談
合
申
'
此
所

二
而
両
所
之
境
御
立
可
有
之
侯
哉
'
又
比

内
塙

へ
御
出
有
テ
'
御
覧
被
極
'
双
方
の
境
御
立
可
有
か
と
｣
述
べ
て
'
比
内
矢
立

の
境
目
交
渉
と
一
緒
に
決
定
し
て
は
ど
う
か
と
逃
げ
る
が
'
津
軽
側
か
ら
は
比
内
境

に
つ
い
て
は
交
渉
し
な
い
よ
う
藩
主
信
枚
か
ら
命
が
あ

っ
た
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
0

こ
の
た
め
政
宗
ら
は
一
旦
八
森

へ
引
き
返
す
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
後
'

一
〇
月
八
日

条
に
は
'
義
宣
か
ら
の
御
内
書
が
届
き
'
そ
れ
に
は

｢
八
森
境
之
儀
'
不
足
を
い
た

し
侯
て
も
'
此
度
す
ま
し
可
罷
帰
由
｣
と
あ
り
'
八
森
境
の
件
は
'
佐
竹
藩
で
は
譲

歩
す
る
方
針
が
決
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
あ
と
'
比
内
矢
立
境
目
の
検
分

を
す
る
事
に
な
り
'
政
景
等
は
一
〇
月

一
九
日
に
津
軽
側
の
検
使
衆
と
落
ち
合

っ
た
｡

そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
一
〇
月

一
九
日
条
に

｢
先
津
軽
♂
被
仰
立
候
境
目
を
見
申
候

へ
ハ
'
山
之
下
野
二
木
壱
弐
本
慌
て
'
壱
尺
四
五
寸
ノ
長
サ
'
横
は
ゞ
七
八
寸
ノ
石

ニ
ッ
御
座
候
を
'
尻
合
石
と
て
'
境
目
之
由
被
申
侯
｣
と
あ
り
'
津
軽
側
は
尻
合
石

を
境
目
と
主
張
し
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
政
宗
等
は
'

｢
当
所
古
人
の
申
候
境

ハ
'
双

方
よ
り
山
を
あ
か
り
き
り
二
､､ね
葺
弐
町
程
津
軽
の
方

へ
下
り
'
平
成
所

こ
い
つ
か

い
あ
ま
り
の
杉
壱
本
御
座
候
'
い
に
L
へ
津
軽
と
比
内
弓
矢
ノ
時
'
双
方
葺
い
-
さ

神
ノ
吉
凶

こ
と
て
'
矢
を
い
申
侯

二
付
'
矢
立
ノ
杉
と
申
侯
由
｣
と
し
て
'
矢
立
の

杉
を
境
目
と
主
張
し
た
｡
こ
う
し
て
両
者
に
主
張
の
違
い
が
出
た
た
め
'
政
景
等
は

津
軽
側
へ
望
み
の
所
を
申
し
述
べ
る
よ
う
に
と
言

っ
た
と
こ
ろ
'
高
屋
が

｢
八
森
境

之
儀

ハ
矢
立
こ
ま
き
れ
な
-
候
間
'
不
及
中

二
'
当
境
之
儀

ハ
'
尻
合
境

二
御
座
候

へ
共
'
中
途
を
取
'
境

二
立
可
申
由
｣
と
中
途
を
採
る
案
を
言

っ
た
た
め
'
政
景
は

｢
八
森
境

ハ
矢
立
か
境
之
由
承
'
当
所
之
境

ハ
矢
立

ハ
鼻
に
無
之
由
承
儀
'
合
点
不

申
候
｣
と
不
満
を
述
べ
'
結
局
'
比
内
境
が
決
定
し
な
け
れ
ば
'
八
森
境
も
決
定
出

来
な
い
と
し
て
両
者
物
別
れ
に
終
わ
っ
て
い
る
｡

一
〇
月
二
〇
日
条
に
は
'
津
軽
側

の
検
便
衆
か
ら
政
景
に
対
し
て
'

｢塩
味
｣

(譲
歩
の
こ
と
)
を
し
て
も
ら
い
た
い

旨
の
書
状
が
送
ら
れ
て
釆
た
が
'
政
宗
は
逆
に
自
分
の
方

へ

｢
塩
味
｣
を
し
て
も
ら

い
た
い
旨
返
事
を
し
て
い
る
｡
翌
二

一
日
に
は
'
田
代
新
右
衛
門

･
築
民
部
を
津
軽

側

へ
派
遣
し
'

｢
八
森
境
矢
立
二
被
相
極
侯

ハ
ゝ
'
当
所
比
内
境
も
矢
立
之
杉

二
御

極
可
然
侯
｣
と
申
し
入
れ
さ
せ
て
い
る
他
'

｢
此
度
極
不
申
侯

ハ
二

島
田
次
兵
衛

殿
御
策
配
之
儀

二
俣
間
｣
と
島
田
利
正
の
影
響
力
を
暗
に
ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
｡
こ

の
効
果
は
あ
っ
た
と
み
え
'
津
軽
側
か
ら
ほ

｢大
事
之
境
之
儀

二
俣
間
'
津
軽
様
御

意
を
請
､
落
居
之
処

ハ
'
自
走
明
日
欺
明
後
日
'
以
使
者
可
中
東
由
｣
と
返
答
が
き

て
い
る
｡
し
か
し
'

一
〇
月
二
三
日
に
津
軽
側
の
検
使
衆
の
使
者
と
し
て
政
景
の
も

と
に
や
っ
て
来
た
戸
田

･
小
坂
の
口
上
は
'
矢
立
境
に
つ
い
て
は
'
依
然
と
し
て

｢
尻
合
境

:
候
へ
共
'
峠
切
に
と
｣
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
政

宗
等
は
'
両
境
が
矢
立
境
で
な
け
れ
ば
境
目
は
決
定
し
な
い
と
申
し
渡
し
て
両
名
の

使
者
を
返
し
て
い
る
｡
こ
の
後
'
政
景
等
は

一
旦
久
保
田
へ
帰
り
'

一
〇
月
二
八
日

条
に
は
'
政
景
は
夜
に
な

っ
た
が
佐
藤
源
右
衛
門
同
道
で
義
量
の
も
と
へ
赴
き
'

｢
両
所
量
目
之
様
子
中
上
'
此
度
極
不
中
段
'
中
上
候

へ
ハ
'
尤
之
由
｣
と
義
童
の

同
意
を
得
て
い
る
旨
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
'
こ
の
後

『日
記
』
に
は
境
目
交
渉
に
つ
い
て
の
記
事
は
見
え
な
-
な

(34
)

る
｡
し
か
し
'
ど
う
や
ら
境
目
は
決
定
し
た
ら
し

-

'

二

一月
二
六
日
条
に
津
軽
か

ら
寺
尾
が
使
者
と
し
て
久
保
田
に
や
っ
て
来
た
旨
の
記
事
が
あ
る
｡
翌
二
七
日
に
は
'

寺
尾
は
義
童
の
振
舞
を
受
け
て
お
り
'
津
軽
か
ら
の
土
産
と
し
て
義
童

へ

｢若
大
鷹

壱
つ
'
山
帰
大
鷹
壱
つ
｣
'
憲
忠
へ

｢若
兄
鷹
壱
つ
｣
を
進
呈
し
て
い
る
｡
そ
し
て

｢右

ハ
両
境
目
被
相
済
御
礼
也
｣
と
記
載
し
て
い
る
｡
案
外
'
政
景
の
あ
と
憲
忠
め

た
り
が
最
終
的
な
量
目
交
渉
を
ま
と
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡
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従
来
'
津
軽
藩
と
佐
竹
藩
と
の
間
に
は
､
佐
竹
氏
の
慶
長
八
年

(
一
六
〇
三
)
の

久
保
田
へ
の
転
封
に
際
し
て
領
地
交
換
が
あ

っ
た
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
｡
例
え
は

(35
)

『青
森
県
史

H
』
の
慶
長
八
年
条
に

｢
此
年
津
軽
氏
佐
竹
氏
卜
領
地
ヲ
交
換
ス
｣

と
綱
文
を
載
せ
､

〔藤
田
氏
留
書
古
記
写
〕
を
そ
の
典
拠
と
し
て
い
る
｡
た
だ

一
方

(36
)

で
'

〔下
沢
抄
録
〕
を
載
せ
て
否
定
も
し
て
い
る
｡
ま
た
元
和
四
年

二

一月
条
で
は
'

｢
津
軽
秋
田
ノ
境
界
ヲ
定
ム
｣
と
綱
文
を
載
せ
'

〔郷
土
史
談
〕

(下
沢
陳
平
編
)

(37
)

を
典
拠
に
'
津
軽
藩
と
佐
竹
藩
の
境
目
決
定
を
詳
説
し
て
'
土
地
交
換
の
事
実
を
香

定
し
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
に
'
県
史
と
し
て
は
､
は
な
は
だ
不
定
見
な
表
記
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

実
際
は
'

『日
記
』
の
記
述
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
'
両
藩
の
間
に
は
領
地
交
換

(38
一

な
ど
と
い
う
事
は
な
-

､

は
っ
き
り
と
し
た
境
目
の
決
定
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
生
じ
た
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡

四
'
津
軽
藩
国
替
事
件

津
軽

･
佐
竹
両
港
の
境
目
が
決
定
し
た
翌
元
和
五
年

(
1
六

1
九
)
将
軍
秀
忠
は

上
洛
を
す
る
が
'
こ
れ
に
は
東
北
地
方
の
大
名
を
は
じ
め
多
-
の
大
名
が
供
奉
す
る

よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
｡
津
軽
藩
で
は
こ
の
供
奉
に
対
す
る
財
政
上
の
手
当
て
が

十
分
で
な
-
､
境
目
問
題
を
解
決
し
て
友
好
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
た
佐
竹
藩
に

対
し
て

｢判
金
百
枚
｣
の
借
金
を
申
し
込
ん
で
い
る

(
『
日
記
』
元
和
五
年
四
月
二

一
日
条
)
｡
上
洛
供
奉
は
急
に
決
ま
っ
た
こ
と
と
は
思
わ
れ
ず
'
津
軽
藩
の
対
策
の

甘
さ
が
指
摘
さ
れ
よ
う
｡

秀
忠
が
こ
の
年
上
洛
す
る
こ
と
は
前
も
っ
て
決
ま
っ
て
い
た
｡

『
日
記
』
元
和
五

年
二
日
二
〇
日
条
に
は
'

｢
江
戸
A
御
飛
脚
被
下
候
'
御
様
子

ハ
､
四
月
七
日
二
公

方
様
御
上
洛

二
俣
間
'
三
月
中
旬

二
江
戸
へ
御
着
之
様

:
御
上
侯

へ
と
'
御
奉
行
衆

tQ
被
仰
遣
侯
｣
と
見
え
'
四
月
七
日
に
上
洛
の
途
に
着
-
事
が
決

っ
て
い
る
か
ら
'

義
宣
の
み
な
ら
ず
信
枚
も
当
然
間
に
合
う
よ
う
に
江
戸

へ
上
る
必
要
が
あ
っ
た
と
忠

わ
れ
る
｡
上
洛
そ
の
も
の
の
実
施
は
遅
-
と
も
元
和
四
年
暮
ま
で
に
決
ま
っ
て
い
た

は
ず
で
あ
る
｡

な
お
'
話
は
横
道
に
そ
れ
る
が
'
津
軽
藩
で
借
り
た
判
金

一
〇
〇
枚
の
返
済
で
め

る
が
'
信
枚
は
こ
の
年
の
秋
ま
で
に
返
済
す
る
旨
の
手
形
を
提
出
し
て
い
る
が
'
実

際
に
返
済
さ
れ
た
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
｡
信
枚
の
時
代
に
は
返
済
さ
れ
ず
'
死
に

臨
ん
だ
信
枚
は
子
の
三
代
藩
主
信
義
に
対
し
て
遺
言
を
し
て
お
り
'
信
義
は
そ
れ
杏

受
け
て
'
服
部

･
乾
の
両
名
に
政
景
の
も
と
へ
書
状
を
出
さ
せ
'

｢
其
金
子
越
中
殿

(言
)

(信
義
)

御
遺

恨

二
俣
間
'
平

蔵

殿

重
而
御
済
可
有
由
｣

(
『
日
記
』
寛
永
八
年

一
一
月

二
二

日
粂
)
と
述
べ
さ
せ
て
い
る
｡
こ
の
時
点
で
t
と
に
か
-
借
金
の
返
済
を
忘
れ
て
い

(39
)

な
い
旨
確
認
し
て
い
る

｡

秀
忠
上
洛
問
題
に
話
し
を
戻
す
と
'
幕
府
が
秀
忠
の
上
洛
を
発
表
し
た
の
は
元
和

(40
)

五
年
三
月
二
五
日
の
こ
と
で
あ
り
'
五
月
八
日
に
江
戸
を
立
ち
'
二
七
日
に
伏
見
城

(41
)

へ
は
い
っ

た

｡

こ
の
あ
と
'
津
軽
藩
に
と
っ
て
は
ふ
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
大
問
題
が

持
ち
上
が
っ
た
｡
そ
れ
は
芸
州
広
島
四
九
万
八

〇
〇
〇
石
の
大
名
福
島
正
則
の
津
軽

へ
の
減
転
封
と
'
津
軽
藩
の
越
後

へ
の
加
増
転
封
下
命
で
あ

っ
た
｡
六
月
二
日
に
福

(42
)

島
正
則
は
四
万
五
〇
〇
〇
石
で
津
軽

へ
の
移
封
が
決
定
し
て
い
る
｡
そ
の
理
由
は
居

城
広
島
城
を
私
に
増
築
し
た
た
め
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
一
連
の
動
き
を

『
日
記
』
を
通
し
て
み
て
見
る
と
'
政
景
ほ
江
戸
に
い
る

四
月
二
三
日
の
段
階
で
'
福
島
正
則
が
無
断
で
城
郭
修
理
を
し
た
た
め
'
各
め
ら
れ
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て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
'
翌
二
四
日
に
は
'
島
田
利
正
を
通
し
て
義
量
が
正
則

は
赦
免
さ
れ
る
事
を
知
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
二
五
日
に
な
る
と
様

子
は
一
変
L
t
幕
府
は
処
罰
方
針
を
打
ち
出
し
'
上
杉
景
勝

･
伊
達
政
宗

･
義
量
の

家
臣
を

一
名
づ
つ
江
戸
城
へ
呼
び
'
正
則
の
件
に
つ
き
三
人
に
相
談
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
'
そ
れ
を
中
止
す
る
旨
言
明
し
た
｡
幕
府
は
上
洛
す
る
以
前
か
ら
正
則
を
処
罰

す
る
方
針
を
決
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡

義
量
に
供
奉
し
て
上
洛
し
た
政
景
が
へ
正
則
の
具
体
的
処
罰
を
知

っ
た
の
は
六
月

一
〇
日
で
あ
っ
た
｡

『
日
記
』
に
は

｢あ
き

･
備
後
計
被
召
上
'
ふ
せ
う
こ
被
成
置
'

津
軽
へ
国
香
被
仰
付
侯
｣
と
あ
る
｡
六
月

一
七
日
に
は
正
則
が
こ
の
下
命
に
従

っ
た

旨
の
使
が
江
戸
か
ら
来
た
と
の
記
事
が
あ
り
'
二

〇
日
に
は
島
田
利
正
の
見
直
時

(大
坂
町
奉
行
)
が
'
堀
直
之

(使
番
)
と
共
に
津
軽

へ
検
使
と
し
て
下
向
す
る
こ

と
に
な
り
'
二

一
日
に
は
直
時
等
の
領
内
通
行
に
伴
う
馳
走
の
指
示
が
国
元
に
い
る

意
思
に
対
し
て
出
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
二
五
日
に
は
'
津
軽
信
枚
が
越
後

へ
国
香

に
な
る
た
め
'
伝
馬
と
舟
を
貸
与
す
べ
き
事
を
憲
忠

へ
申
し
送

っ
て
い
る
｡

し
か
し
'
正
則
の
津
軽

へ
の
減
転
封
は
急
に
と
り
や
め
に
な
る
｡

『
日
記
』
七
月

二
日
条
に
は
'

｢津
軽
'
福
島
大
輔
殿
へ
右

ニ
ハ
被
進
侯
'
昨
日
か
わ
り
侯
て
'
本

(.信
f

J

ノ
こ
と
-
越

中

殿

御
拝
領
之
由
'
大
輔
殿
御
出
之
所

ハ
不
知
由
｣
と
あ
り
'
七
月

一

(43
)

日
に
津
軽
の
国
香
は
中
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

『徳
川
実
紀
』
は
七
月
二
日
条
で
'

｢
津
軽
は
あ
ま
り
に
程
遠
け
れ
ば
と
て
｡
信
濃
国
川
中
島
に
う
つ
さ
る
｡
｣
と
述
べ

て
'
正
則
は
川
中
島
へ
減
転
封
さ
れ
た
｡

こ
の
津
軽
の
国
替
の
動
き
は
津
軽
側
に
残
る
史
料
で
は
ど
の
程
度
知
る
こ
と
が
出

来
る
だ
ろ
う
か
｡
今
の
と
こ
ろ
'
二
点
の
史
料
が
少
し
津
軽
側
の
動
き
を
か
い
ま
見

(44
)

さ
せ
て
-
れ
る
｡

一
点
は
五
月
二
〇
日
付
の

｢
江
戸
幕
府
年
寄
衆
連
署
奉
書
｣
で
あ

る
｡
こ
の
奉
書
は
'

｢最
前
も
如
中
人
侯
御
上
洛
之
御
供
御
免

二
御
座
候
之
間
'
路

次
迄
御
出
候
共
へ
御
帰
国
可
被
成
侯
｣
と
い
う
文
面
を
も
ち
'
信
枚
の
上
洛
供
奉
杏

免
除
し
た
も
の
で
あ
る
｡
信
枚
は
当
初
上
洛
供
奉
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
逮

い
な
い
事
を
裏
付
け
て
い
る
が
'

｢最
前
も
如
中
人
侯
｣
と
あ

っ
て
'
重
ね
て
上
浴

免
除
を
し
て
い
る
｡
そ
の
理
由
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
｡
筆
者
の
推
定
に
よ
れ
は
'
宿

島
正
則
の
津
軽
国
替
決
定
が
決
ま
っ
た
た
め
'
信
枚
は
上
洛
を
免
除
さ
れ
て
'
帰
国

を
命
じ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
前
述
し
た
よ
う
に
'
幕
府
は
秀
忠
の
上
洛
前
に
'

正
則
を
処
罰
す
る
方
針
を
決
定
し
て
お
り
'
五
月
段
階
で
具
体
的
に
正
則
の
津
軽

へ

の
減
転
封
を
決
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
｡
た
だ
'
こ
の
段
階
で
は
津
軽
藩
が
ど
こ
へ

移
封
さ
れ
る
の
か
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

(45
)

二
点
目
は

｢津
軽
信
枚
tQ自
取
瀬
兵
衛

･
服
部
長
門
守
宛
国
替

二
付
心
得
申
渡
状
｣

で
あ
る
｡
こ
れ
は
こ
の
年
六
月
二

一
日
付
で
信
枚
が
国
元
に
い
た
自
取
と
服
部
に
あ

て
て
出
し
た
'
転
封
に
伴
う
準
備
心
得
を
書
い
た
申
渡
状
で
あ
る
｡
こ
れ
に
は
'
宿

島
正
則
が
津
軽
へ
来
'
信
枚
は
越
後

へ
加
増
転
封
に
な
る
旨
の
明
記
が
あ
る
｡
と
す

れ
ば
六
月
の
時
点
で
信
枚
は
越
後

へ
加
増
転
封
が
決
ま
っ
た
と
推
定
出
来
よ
う
｡

津
軽
の
国
香
の
問
題
は
前
述
し
た
よ
う
に
'
結
局
は
福
島
正
則
の
信
州
川
中
島

へ
の

減
転
封
の
み
に
お
わ
り
'
津
軽
藩
は
国
香
を
せ
ず
に
す
ん
で
結
着
す
る
｡

し
か
し
'
こ
こ
に
1
つ
問
題
が
あ
る
｡

l
'
の
恥
2
秋
田
金
左
衛
門
に
つ
い
て
述

べ
た
と
こ
ろ
で
御
東
知
か
と
思
う
が
'
秋
田
は
こ
の
年
八
月
六
日
に
信
枚
の
使
者
と

し
て
'
日
野
に
い
る
政
景
を
訪
問
し
て
い
る
｡
秋
田
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
だ

ろ
う
か
｡
そ
の
答
は

『
日
記
』
の
八
月
九
日
条
に
あ
る
｡
こ
の
日
'
義
量
は
'
信
枚

と
近
藤
秀
用

･
久
永
重
膳
の
三
名
を
昼
数
寄
に
招
い
て
お
り
'
義
量
は
日
野
に
い
る

わ
け
だ
か
ら
'
信
枚
は
こ
の
時
上
洛
し
て
い
た
事
が
判
明
す
る
｡
九
月
六
日
に
は
'
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信
枚
の
も
と
へ
義
量
が
招
待
さ
れ
て
い
る
記
事
が

『
日
記
』
に
見
え
る
し
､
九
月
二

〇
日
に
は
'
内
藤
政
長
の
組
中
に
編
成
さ
れ
て
い
る
信
枚

･
秋
田
俊
季

･
相
馬
利
胤

が
出
立
し
な
い
の
で
､
義
量
も
江
戸

へ
出
立
し
な
い
旨
の
記
事
が
見
え
る
｡
二

一
日

に
結
局
義
量
は
出
立
し
､
信
枚
は
二
二
日
に
守
山
を
出
立
し
て
江
戸

へ
向
か
っ
た
と

『
日
記
』
に
は
あ
る
｡

こ
の
こ
と
か
ら
､
信
枚
は
上
洛
を
免
除
さ
れ
た
が
､
実
際
は
上
洛
を
し
て
い
る
事

が
判
明
す
る
｡
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
､
国
替
が
な
-
な

っ
て
か
ら
と
い
う
の
が
妥

当
か
も
知
れ
な
い
が
､
案
外
､
上
洛
免
除
の
奉
書
が
出
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
上
洛
し

た
の
か
も
知
れ
な
い
気
が
す
る
｡
そ
れ
は
､
福
島
正
則
の
津
軽

へ
の
国
香
等
の
決
定

は
､
上
洛
中
の
秀
忠
や
'
秀
忠
に
供
奉
し
た
幕
閣
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
り
､
江
戸
に
留
め
ら
れ
て
､
又
は
帰
国
し
て
沙
汰
を
待
つ
よ
り
は
､
国
香
を
阻
止

し
た
い
意
向
を
持

っ
て
い
る
信
枚
に
と
っ
て
は
､
情
報
を
待
や
す
-
､
運
動
も
出
来

る
伏
見
近
辺

(守
山
に
い
た
わ
け
だ
が
)
に
居
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ

う
か
｡
六
月
二

一
目
付
で
国
元
へ
送

っ
た
申
渡
状
に
は
実
に
細
か
い
注
意
が
書
か
れ

て
い
る
｡
こ
の
第
四
条
に
は

｢御
検
使
衆
脆
而
可
有
御
下
候
問
｣
と
い
う
文
言
が
あ

る
｡
前
述
し
た
よ
う
に

『
日
記
』
に
ょ
れ
は
津
軽

へ
検
使
衆
が
派
遣
さ
れ
る
事
が
決

定
し
た
の
は
二
〇
日
の
時
点
で
あ
り
､
江
戸
に
い
た
の
で
は
二

一
日
付
の
手
紙
に
検

使
衆
の
派
遣
に
つ
い
て
述
べ
る
事
が
出
来
た
か
ど
う
か
疑
問
に
思
う
か
ら
で
あ
る
｡

(46
)

義
量
も
ま
た
､
同
じ
-
六
月
二

1
日
で
国
元
に
い
る
憲
忠
宛
に
書

状

を

出
し
て
い
る

が
'
そ
れ
に
も
津
軽
国
替
に
付
き
､
検
使

(島
田
と
堀
)
が
派
遣
さ
れ
る
事
､
そ
の

馳
走
を
ぬ
か
り
な
-
す
る
事
'
津
軽
に
一
操
が
起
き
て
も
か
ま
わ
な
い
事
､
境
目
の

地
点
を
検
使
衆
に
よ
-
点
検
し
て
も
ら
う
事
な
ど
の
指
示
を
与
え
て
お
り
､
く
し
く

も
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
は

『
日
記
』
に
見
え
る
津
軽
藩
家
臣
団
の
抽
出
と
そ
の
分
析
を
中
心
に
､
奥

寺
右
馬
丞
に
か
か
わ
る
問
題
､
津
軽

･
佐
竹
両
津
の
境
目
決
定
問
題
､
津
軽
国
香
問

題
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
｡

家
臣
に
つ
い
て
は
､

『
日
記
』
の
記
載
状
況
か
ら
み
て
元
和
三
年

(
l
六

丁
七
)

～
寛
永

一
〇
年

(
一
六
三
三
)
に
確
実
に
生
存
し
て
い
た
家
臣
を
抽
出
出
来
た
わ
け

だ
が

(表
2
)
､
管
見
の
限
り
に
お
い
て
､
こ
の
時
代
の
史
料
に
こ
れ
だ
け
多
数
の

津
軽
藩
の
家
臣
の
姓
名
を
記
録
し
て
い
る
も
の
は
な
い
｡
多
-
の
後
世
の
記
録
に
出

て
来
る
家
臣
の
存
在
を
こ
の

『日
記
』
で
'
逆
に
検
証
出
来
る
よ
う
に
思
え
る
｡

奥
寺
の
問
題
に
つ
い
て
は
推
論
の
上
に
推
論
を
重
ね
て
い
る
の
で
'
可
能
性
だ
け

あ
る
と
い
う
点
だ
け
を
-
み
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡

量
目
決
定
の
問
題
は
'
現
在
の
県
境
の
決
定
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
あ
り
'
元
和

四
年
の
決
定
と
い
う
事
実
を
検
証
し
､
深
浦
地
方
と
比
内
地
方
の
領
地
交
換
な
ど
と

い
う
事
は
な
か
っ
た
事
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
｡

津
軽
国
香
の
問
題
は
､
川
中
島
転
封
で
は
な
-
越
後
加
増
転
封
説
を
再
確
認
し
､

こ
の
問
題
が
お
こ
っ
た
時
､
信
枚
は
無
理
を
し
て
で
も
上
洛
し
て
い
た
の
で
ほ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
を
推
定
し
て
み
た
｡

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
､
十
分
意
を
尽
-
せ
ぬ
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
｡
御
叱
正

･
御
批

判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡
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註(-
)
本
稿
で
は
第
二
刷
の

『
日
記
』
を
使
用
し
た
こ
と
を
'
あ
ら
か
じ
め
お
断
り

し
て
お
く
｡

(2
)
以
下
の
紹
介
に
つ
い
て
は
'

『
日
記
』
の
解
題
と

｢
梅
津
政
景
-
秋
田
藩
の

建
設
を
担
う
-
｣

(山
口
啓
二

『幕
藩
制
成
立
史
の
研
究
』
所
収

校
倉
書

房

刊

一
九
七
四
年
)
に
よ
っ
た
｡

(3
)
例
え
ば
元
和
七
年

(
一
六
二
一
)
三
月
二
四
日
の
条
に
は

｢年
々
の
日
帳
'

山
こ
て
の
寵
老
成
敗
人
帳
細
見
中
候

へ
共
｣

(
『
日
記
』
五

三
〇
頁
)
と

あ
る
ほ
か
'
同
八
年

(
一
六
二
二
)
正
月
二
二
日
の
条
に
は

｢
去
年
ノ
日
帳

よ
り
書
う
つ
し
進
上
致
侯
｣

(
『
日
記
』
五

二

一八
頁
)
と
あ
り
'

『
日

記
』
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

(
4
)
慶
長

一
九
年

(
一
六

一
四
)
七
月
八
日
の
条
の
あ
と
に
あ
る
'
享
保
六
年

(
一
七
二
一
)
七
月
目
付
佐
竹
義
峯
印
判
状
写
に
よ
れ
ば

｢
自
分
先
祖
主
馬

政
景
従
慶
長
十
七
年
寛
永
十
年
迄
之
日
記
,
棚
難

二
拾
五
冊
'
先
年
'
依
御

用
被
召
上
'
右
日
記
之
写
'
此
度
被
下
置
候
｣

(
『
日
記
』
二

七
七
頁
)

と
あ
る
｡

(
5
)
例
え
ば
'
長
谷
川
成

一
｢
北
方
辺
境
藩
研
究
序
説
｣

(
『
弘
前
大
学
国
史
研

究

第
六
八

･
六
九
合
併
号
』
所
収

昭
和
五
四
年
t
の
ち
同
氏
編

『津
餐

藩
の
基
礎
的
研
究
』
に
再
所
収

国
書
刊
行
会
刊

昭
和
五
九
年
)
'
浪
川

健
治

｢前
期
農
政
の
基
調
と
展
開
｣

(
『津
軽
藩
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
)

な
ど
が
あ
る
｡

(
6
)
な
お
'
こ
の
章
に
お
い
て
ほ

『
日
記
』
の
該
当
記
事
に
つ
い
て
'
煩
雑
に
な

る
の
で
記
載
年
月
日
は
註
記
し
な
か
っ
た
｡
表
I
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
｡

(
7
)
内
越
左
近
光
久
は

『新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜

第
四
』

(続
群
書
類
従
完
成

会
刊

昭
和
三
九
年
)
八
〇
頁
に
よ
れ
ば
'
由
利
郡
矢
嶋
で
三
〇
〇
〇
石
を

領
す
る
旗
本
で
あ
る
｡
寛
永

二

年

(
7
六
三
四
)
八
月
七
日
死
去
し
て
お

てって
いち
一

り
'
由
利
五
党
の
一
人
打
越
氏
の
直
系
で
あ

っ
た
｡

(
8
)

『
み
ち
の
く
双
書
特
輯

津
軽
史

第
八
巻
』

(青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

刊

昭
和
五
三
年
)
所
収
｡
元
和
年
間

(
一
六

一
五
～
二
四
)
の
津
軽
藩
の

家
臣
の
主
だ
っ
た
老
三
〇
九
名
に
つ
い
て
'
知
行
高
と
姓
名
を
書
き
上
げ
た

も
の
で
あ
る
｡
な
お
'

｢封
内
事
実
秘
苑
｣

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵
)
の
二

巻

(信
牧
公
二
)
の
末
尾
に
あ
る
家
臣
の
知
行
高
と
姓
名
の
書
き
上
げ
を

｢
姓
名
大
概
｣
は
元
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
'
他
の
史
料
を
も
参
考
に

し
て
い
る
ら
し
く

｢
姓
名
大
概
｣
の
方
が
記
事
が
-
わ
し
い
｡

(
9
)
国
立
史
料
館
蔵
'
津
軽
家
文
書
｡
筆
者
は
不
明
だ
が
'
二
代
藩
主
信
枚
'
三

代
藩
主
信
義
時
代
の
津
軽
藩
の
重
臣
に
つ
い
て
'
役
職
ご
と
に
姓
名
を
書
き

上
げ
た
も
の
で
あ
る
｡
末
尾
に

｢末
ノ
十
二
月
十
九
日
｣
と
あ
り
'

｢末
｣

年
は
明
暦
元
年

(
一
六
五
六
)
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
内
容
の
面
で
は
'

家
老
級
の
重
臣
の
動
き
は
正
確
で
あ
り
信
短
出
来
る
｡
但
し
'
こ
の
史
料
に

見
え
る
役
職
名
に
つ
い
て
は
'
当
時
の
名
称
と
し
て
ほ
若
干
疑
問
が
あ
る
も

の
も
見
え
る
が
'
と
り
あ
え
ず
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
行
-
こ
と
に
す
る
｡

(
10
)
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
｡
二
巻
の
信
牧
公
二
'
三
巻
の
桂
光
公

(信
義
公
)
≡

を
使
用
｡

(
‖
)
弘
前
市
'
八
木
橋
文
庫
蔵
｡

50



(12
)
｢
津
軽
興
業
誌
｣

(
『新
編
青
森
県
叢
書

(
四
)
』
所
収

歴
史
図
書
社
刊

昭
和
四
八
年
)
｡
な
お
'
こ
の
他
に
も
寛
永
六
年

(
一
六
二
九
)
に
青
森
振

興
策
の

｢覚
｣
を
服
部
と
連
名
で
出
し
て
い
る
L
t
寛
永

一
一
年

(
一
六
三

四
)
に
は
三
代
信
義
か
ら
青
森
振
興
に
つ
い
て
の
下
命
を
'
服
部
と
共
に
受

け
て
い
る
こ
と
が

｢津
軽
興
業
誌
｣
に
見
え
る
｡

(
13
)

｢
覚
書
｣
に
よ
れ
ば
'
三
代
信
義
時
代
に
主
殿
は

｢
大
御
目
付
｣
に
な
っ
て

お
り
'
打
越
姓
の
家
臣
も
重
臣
と
し
て
登
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

(14
)
菰
ち
の
-
叢
書
第
3
巻

(
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
編

国
書
刊
行
会
刊

昭
和
五
七
年
復
刊
)

一
五
五
頁
｡

(
15
)
註

(
12
)
に
同
じ
｡

(
16
)
北
村
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢
支
配
機
構
の
一
考
察
｣

(前
掲

『津

軽
藩
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(
17
)

｢
覚
書
｣
で
は
'
三
代
信
義
時
代
に

｢
蔵
奉
行
｣
の
一
人
と
し
て
高
坂
の
名

前
が
見
え
る
｡

(
18
)
国
立
史
料
館
蔵
'
津
軽
家
文
書
の
中
に
あ
る
年
代
不
明
の
信
枚
の
書
状

(
帆

二
〇
六
六
)
は
'
扇
を
〝

か
-
L
や
う
じ
〟
に
贈
る
事
を
命
じ
た
内
容
で
あ

る
が
､
郡
と
恥
4
の
乾
の
両
名
宛
に
な
っ
て
お
り
'
両
名
は
同
格
の
扱
い
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
な
お
'
こ
の
書
状
は
'
最
近

『
弘
前
の
文

化
財
シ
リ
ー
ズ
第
14
集
-
津
軽
藩
初
期
文
書
集
成
-
』

(長
谷
川
成

一
編

弘
前
市
教
育
委
員
会
刊

昭
和
六
三
年
)
に
t
m
34
文
書
と
し
て
掲
載
さ
れ

た
｡

(
19
)
長
谷
川
成

一
｢
文
禄

･
慶
長
期
津
軽
氏
の
復
元
的
考
察
｣

(前
掲

『津
軽
藩

の
基
礎
的
研
究
』
所
収
)
所
収
の
綱
文

一
〇
〇
｡

(
20
)

｢奥
富
士
物
語
｣

(
『新
編
青
森
県
叢
書

(
六
)
』
所
収

歴
史
図
書
社
刊

昭
和
四
八
年
)
に
ょ
れ
ば
'
自
取

(白
鳥
)
は

｢
后
苗
字
山
口
と
改
｣
と
あ

り
'
寛
永
五
年

(
一
六
二
八
)

二

一月
四
日
死
去
し
て
い
る
｡
ま
た
'
他
に

｢
瀬
兵
衛
｣
を
名
乗
る
家
臣
は

｢
姓
名
大
概
｣
に
は
見
え
な
い
の
で
'

｢
山

口
瀬
兵
衛
｣
を

｢白
取
瀬
兵
衛
｣
と
見
な
し
て
よ
い
と
思
う
｡

(
21
)

『
み
ち
の
-
双
書
特
輯

津
軽
史

第
八
巻
』

(青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

刊

昭
和
五
三
年
)
所
収
｡
藩
祖
為
信
時
代
の
家
臣
の
姓
名
を
書
き
上
げ
た

も
の
｡
こ
れ
も
前
掲

｢封
内
事
実
秘
苑
｣

(為
信
公

1
)
の
末
尾
に
あ
る
家

臣
の
姓
名
書
き
上
げ
を
元
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(
22
)

『津
軽
歴
代
記
類

上
』

(
菰
ち
の
-
叢
書
第
4
巻

青
森
県
文
化
財
保
護

協
会
編

国
書
刊
行
会
刊

昭
和
五
七
年
復
刊
)
六
二
百
｡

一
説
に
は
瀬
兵

衛
は
信
枚
の
叔
父
と
も
い
う
｡

(
23
)
前
掲

『津
軽
藩
旧
記
伝
頬
』
三
二
頁
に
よ
れ
ば
'
大
道
寺
隼
人
直
英
は
後
北

条
氏
の
家
臣
大
道
寺
駿
河
守
政
繁
の
子
で
あ
る
と
い
う
｡
ま
た
同
書
で
は

｢
公
族
之
部
｣
に
大
道
寺
の
記
載
が
あ
り
'
藩
主
家

一
門
と
し
て
の
扱
い
を

う
け
て
い
る
｡

(24
)
註

(
22
)
に
同
じ
｡
七

一
頁
｡

(
25
)
註

(
23
)
に
同
じ
｡

二
二
六
頁
｡
な
お
'

｢
封
内
事
実
秘
苑
｣
に
も
寛
永

一

三
年

(
一
六
三
六
)
に
暇
を
取
っ
た
藩
士
の
中
に
'
服
部
左
近
の
名
前
が
見

え
る
｡

(
26
)
註

(
23
)
に
同
じ
｡

二
二
五
～
二
二
六
頁
｡

(
27
)
註

(22
)
に
同
じ
｡
七
三
百
｡

(
28
)

『青
森
県
史

‖
』

(
歴
史
図
書
社
刊

昭
和
四
六
年
復
刻
)
二
七
四
頁
｡
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(
29
)
第
三
巻
四
〇
～
四

一
頁
｡
国
書
刊
行
会
刊
'
昭
和
六

〇
年
｡

(
30
)
二
二

一
頁
｡
盛
岡
市
教
育
委
員
会

･
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
､
熊
谷
印
刷
出

版
部
刊
'
昭
和
六

一
年
｡

(31
)
註
(
29

)

に
同
じ
｡

(
32

)

津
軽

･
佐
竹
両
藩
の
量
目
交
渉
に
つ
い
て
は
町
奉
行
島
田
利
正
の
意
向
が
大

き
-
作
用
し
て
い
る
｡
当
時
島
田
は
単
に
町
奉
行
と
い
う
よ
り
は
､
は
る
か

に
大
き
な
政
治
力
を
持

っ
て
い
る
幕
閣
ク
ラ
ス
の
人
物
と
見
な
さ
れ
､
幕
府

の
意
向
が
境
目
決
定
を
急
が
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
交
渉
に
あ
た
っ
て
島
田

の
意
向
は
津
軽

･
佐
竹
両
藩
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

『
日
記
』
か
ら
読

み
と
れ
る
｡

(33
)
政
景
は
､
慶
長
二
〇
年

(
一
六

一
五
)
九
月
二
五
日
に
南
部
と
の
境
界
絵
図

作
製
の
た
め
､
南
部
藩
と
交
渉
を
持
つ
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
｡

(
34

)

結
局
境
目
は
､
八
森
境

･
比
内
鼻
と
も
矢
立
境
と
決
定
さ
れ
､
八
森
境
で
は

佐
竹
藩
が
､
比
内
塙
で
は
津
軽
藩
が
そ
れ
ぞ
れ
譲
歩
し
た
形
で
決
着
し
た
｡

(
35
)
註

(
28
)
に
同
じ
｡
二
四
五
頁
｡

(
36
)
読

(
28
)
に
同
じ
｡
三

〇
九

･
三

一
四
頁
｡

(
37
)
こ
の
典
拠
は

｢
佐
竹
秘
書
義
宣
公
御
伝
記
｣
と
み
え
る
｡

(38
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
長
谷
川
成

一
｢
近
世
初
期
北
奥
大
名
の
領
知
高
に
つ
い

て
｣

(
『
日
本
歴
史

第
四

一
七
号
』
所
収

一
九
八
三
年
)
の
中
で
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

(
39
)
長
谷
川
成

一
｢
北
方
辺
境
藩
研
究
序
説
｣
に
お
い
て
は
､
こ
の
時
点
で
返
済

し
た
と
み
な
し
て
い
る
が
､
筆
者
は
､
信
義
は
継
目
の
時
点
で
借
金
返
済
を

忘
れ
た
わ
け
で
な
い
事
を
念
を
お
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
｡

(
40
)

『新
訂
増
補
国
史
大
系

徳
川
実
紀

第
二
篇
』

(吉
川
弘
文
館
刊

昭
和

五

一
年
)

〓
ハ
二
貢
｡

(
41
)
註

(
40
)
に
同
じ
｡

一
六
二
～

一
六
三
頁
｡

(
42
)
註

(
40
)
に
同
じ
｡

一
六
三
～

一
六
四
頁
｡
な
お
､
福
島
正
則
は
留
守
役
と

し
て
江
戸
に
留
め
ら
れ
て
い
た
｡

(
43
)
註

(
40
)
に
同
じ
｡

一
七

一
頁
｡

(
44

)

市
立
弘
前
図
書
館
蔵
'
津
軽
家
文
書
｡
長
谷
川
成

一
｢
北
方
辺
鼻
藩
研
究
序

説
｣
の
中
で
史
料
と
し
て
使
用
さ
れ
､
元
和
五
年
の
も
の
と
年
代
推
定
し
て

お
ら
れ
間
違
い
の
な
い
も
の
で
あ
る
｡

(
45
)
国
立
史
料
館
蔵
､
津
軽
家
文
書

(
g
l
二

二
三
)
｡
こ
の
史
料
も

『
弘
前
の

文
化
財
シ
-
I
ズ
第
14
集
-
津
軽
藩
初
期
文
書
集
成
-
』
に
恥
18
文
書
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
｡
な
お
､
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
､
国
立
史
料
館
の
浅
井
潤

子
氏
が

｢津
軽
藩
の
国
替
騒
ぎ
｣
と
題
し
て
､

『史
料
館
報

6
』

(昭
和

四
三
年
刊
)
に
す
で
に
史
料
紹
介
を
し
て
お
ら
れ
る
｡

(
46

)

『岩
手
県
戦
国
期
文
書

□
』

(岩
手
県
文
化
財
愛
護
協
会
刊

昭
和
六
二

年
)
所
収
､
二

一
九
号
文
書

｢
佐
竹
義
宣
書
状
写
｣
｡
編
者
は
こ
の
文
書
を

も
っ
と
時
代
の
古
い
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
､
元
和
五
年
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡

(青
森
県
立
郷
土
館
研
究
員
)
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表 1 『梅津政景 日記』にみえる津軽藩家臣

No. 姓 名 年 月 日 巻.点 記 事

12 青木 兵左衛門秋田 金左衛門 寛永 6 (1629) .9.6･′ 7 (1630) .正.5･′ 7 (1630) .正.5･′ 8 (1631).7.晦 @ 2060 235(訂 236(軒 117 信枚の使者○′′ C)′′ ○子供を打越左近のもとへ遣わすため女の過去手形要請○元和 5(1619) .8.6 @ 91 日野にて信枚の使者○

34 乾 四郎兵衛植田四郎右衛門 元和 5(1619) .4.21 @ 55 江戸にて倍枚上洛資金不足のため借金申し込むo

･′ 6(1620).(痩.18 ④ 328 亀 ケ丁五右衛門の津軽から召喚の件○

･′ 7 (1621).ll.9 @ 97 江戸にて,信枚のもとへ政景使者に赴 く○

･′ 8 (1622) .12.晦 @ 258 政景,書状の返事出す○

寛永元 (1624) .ll.29 伝)357 意思のもとへ書状○

･′ 4 (1627) .ll.5 @ 297 信枚豊島より久保田を通る○政景.憲忠 と乾に面会○

･′ 7 (1630) .10.12 (牟 315. 江戸にて信枚病気に付,乾のもとまで見舞○

" 8 (1631).ll.8･′ 8 (1631) .ll.9･′ 8 (1631) .ll.10･′ 8 (1631) .ll.13 @ 180@ 181@ 181@ 183 人の女房を盗み し九兵衛の返還要求の件○′′ ○′′ (⊃先年の上洛資金不足のための借金,忘却 していない旨の書状o

" 8 (1631).ll.14 @ 183 政景の礼状○

･′ 8 (1631).ll.28 ㊥ 189 義宣母死去に付,政景のもとに飛脚派遣o

･′ 8 (1631).ll.29 @ 190 返事を書き飛脚を返す○

･′ 8 (1631) .12.4 (か 191 義宣母死去に付,乾飛脚派遣の件,江戸の義宣-便 りする○

･′ 9(1632) .10.16 @ 6 江戸御馬買渥美九郎兵衛,乾のもと-状箱遺す○

" 9 (1632) .ll.2 ㊥ lo 義宣-乾からの書状を差上げる○

･′ 10(1633) .2.16 @ 27 義宣死去に付,政景のもと-飛脚派遣o

寛永 8 (1631).6.15" 8 (1631).6.16 @ 93⑧ 93 信義の使者o′′ 0



木村 二三郎兵衛

北村 久左衛門

小 ･坂 伝兵衛

郡 rfJ兵衛

郡 半 .,fi.

白 取 瀬兵衛

大道寺 隼 人

高 屋 豊前守

種 苗 伝 介

''IL永6 (1629) ･4･5

元利 3(1617)･10･19

･′ 5(1619) ･12･27

" 6 (1620) ･2･28

･′ 6 (1620)･2･29

度永 8 (1631) ･6･10

'FIE永4(1627) ･5･27

･′ 4 (1627) ･5･28

元和 4 (1618)･10･23

元和 4 (1618) ･10･17

" 4 (1618) ･10･19

罷永8 (1631) ･8･21

元和 4(1618)･9･25

" 4 (1618)･10･3

" 4 (1618) ･10･6

" 4 (1618) ･10･13

I, 6 (1620)･(t2)･18

元和 7 (1621) ･正 ･3

寛永8 (1631) ･4･8

" 8 (1631) ･6･9

元和 4 (1618) ･10･4

" 4 (1618) ･10･6

" 4 (1618) ･10･16

･′ 5 (1619) ･4･21

寛永8 (1631) ･4･8

･′ 8 (1631)･6･9

寛永8 (1631) ･11･9

(7)154

¢)110

(ij152

(4)188

(弟 189

@ 88

@ 249

@ 249

@ 269

@ 266

③ 268

@ 135

@ 256

③ 259

@ 262

(31265

@ 328

@ 3

@ 55

㊥ 87

@ 259

@ 262

@ 265

@ 55

@ 55

㊥ 87

@ 181

信枚,tlj利の内越左Ll,:召抱に付,服部長門内越の適所手形要請し,

妻子を捨て,欠落 し,苅和野に店住しているので成敗依頼｡

憲忠からの書状に,築民部は奥寺のこと通達せずとあり(,

奥寺,仙台で仕官せず,由利へ行ったらしい旨繋民部 より飛脚｡

奥寺,由利の うちかやが沢に居住,討取らは褒美を下す旨軍艮部-書状O

津軽衆の乗馬 8疋院内口通行の切手発行｡

信枚の使者｡

′′ 0

津軽境 目交渉検使衆の使者｡

津軽境 目交渉検使衆｡

′′
0

津軽-下向に付,女の適所手形要請｡

津軽境 目交渉の件で憲忠-書状｡

津軽境 目交渉の件で,政景書状を出す｡

′′
0

津軽境 目交渉の件で,政景-返書｡

亀ケ丁五右衛門の津軽から召喚の件｡

信枚の使者｡歳暮 ･年頭両役｡

堺の三十郎の件に付,政景の書を受け取った旨の返事｡

堺の三十郎の件に付,江戸の服部より返事あり,政寮のもと-飛脚派遣｡

津軽境 目交渉検便衆｡

′′
0

′′ (⊃

江戸にて,信枚上洛資金不足のため借金申し込む｡

堺の三十郎の件に付,政景の書を受け取った旨の返事｡

堺の三十郎の件に付,江戸の服部 より返書あり｡政宗のもと-飛脚派遣｡

鯵ヶ沢の大工伝蔵娘をかどわかした九兵衛の引き取 り｡
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No. 姓 名 年 月 日 巻.良 記 事

1617 寺 尾 権兵衛戸 沢 勘兵衛 元和4(1618) .10.44(1618).10.6･′ 4(1618) .10.16･′ 4 (1618).ll.25 (i)259¢)262C3)265@ 288 津軽境 目交渉検使衆o′′ Ll′′ ()信枚の使者o

･′ 4 (1618).12.26 ③ 302 - o境目決定の礼o

" 5 (1619).正.3 亘) 5 ･′ ○年頭のあいさつの使者として帰途から再来o

寛永4 (1627) .7.ll ④ 258 久保田城下馬ロ労町橋普請場で,石川甚右衛門家来と緩怠各の出入○

18 戸凹二郎右衛門 寛永 8 (1631).8.21 ㊥ 135 津軽-下向に付,女の過所手形要請○

192021 戸 田 茂兵衛中 村 内蔵丞長山 助左衛門 元和 4(1618) .10.23 (彰 269 津軽頃日交渉検使衆の使者○

" 4 (1618) .ll.25 @ 288 信枚の使者○

元和 4 (1618).10.4･′ 4 (1618).10 6" 4 (1618) .10.16寛永8 (1631) .8.18 @ 259③ 262③ 265㊥ 131 津軽境目交渉検使衆○′′ し､′′ ()江戸より下国に付,八森Hの過所手形要請o走衆長山彦兵衛と兄弟○

22 服 部 右 近 寛永8 (1631) .4.8 @ 55 堺の三十郎の件○

23 服 部 長門守 元和 4 (1618) .9.25 ③ 256 津軽境 目交渉の件で憲忠-書状o

･′ 4(1618).10.3･′ 4 (1618) .10.6･′ 4 (1618).10.13 @ 259@ 262@ 265 津軽頃 日交渉の件で政景書状を出す○′′ ()津軽境目交渉の件で政宗-返事o

" 6(1620).(12).18 @ 328 亀ケ丁五右衛門の津軽から眉喚の件○

寛永元 (1624).ll.29 @ 357 憲忠のもと-書状o

･′ 6(1629).4.5 0 154 内越左吉名抱の件○

･′ 8 (1631).3.9 @ 42 小場式部,服部 より進呈された菱喰を壱つ政景に贈る○

･′ 8 (1631).3.27 @ 51 服部のもとへ,堺の三十郎の返還を求める書を送る (3.28付)o

･′ 8 (1631).4.8 @ 55 堺の三十即の件○



" 8 (1631)･8･13
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･′ 8 (1631)
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･11･9
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修
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湊
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九 兵 衛

大 工 伝 蔵

津軽の与介

津軽かねは り

吉 成

･′ 10(1633) ･2･16

寛永 8(1631) ･4･8

永

和

寛

元

8

8

8

(1631)･6･9

(1631)･8･20

(1622) ･12･29

〝 8 (1622) ･12･晦

寛永8 (1631)･11･8

･′ 8 (1631)･11･9

寛永8 (1631) ･11･9

元和 4 (1618) ･7･24

･′ 4 (1618) ･7･25

元和 6(2620) ･3･10

rg)129

㊨ 180

@ 181

㊨ 181

し81183

㊨ 184

㊨ 189

@ 190

㊨ 191

@ 10

⑨ 27

@ 55

@ 87

㊨ 134

㊨ 258

@ 258

L8118O

@ 181

㊨ 181

@ 238

㊨ 240

④ 198

松前-単鷹を取 りに行 く鷹匠の馳走依頼｡

人の女房を盗みし九兵衛の返還要求の件｡

′′ (⊃

′′ (⊃

先年の上洛資金不足のため借金,忘却していない旨の書状｡

政宗の礼状｡

義宣母死去に付,政景のもとに飛脚派遣｡

返事を書き,飛脚を返す｡

義宣母死去に付,服部飛脚派遣の件,江戸の義宣-便 りする｡

義宣-服部からの書状を差上る｡

義宣死去に付,政貫のもと-飛脚派遣｡

堺の三十即の件に付,政景の書を受取った旨の返事｡

堺の三十即の件に付,江戸の服部より返事あり,政貫のもと-飛脚派遣｡

岩城宣家の家臣豊後の飛脚,湊のもと-赴 く途中殺害される｡

信枚の使者｡

′′
○

人の女房を盗み,津軽から男鹿脇本-欠落｡

津軽鯵ヶ沢から大工伝蔵の娘かどわかすも召し捕えらる｡

九兵衛に娘をかどわかされる｡

久保田三町目風呂屋仁右衛門の下人として目安 2通書 く｡

忠臣の義を申し出たとしていとま下さる｡

藤琴村孫四郎の女房の間男｡

輯 No.1-26は50音順｡年月日の⑲は閏12月｡



表2 『梅津政景 日記』 にみ え るii坤草津家臣の生存年代

十仁 l = 廿 日 十 日十 .

-
1

18192() 芸 軍 拙 L f i

(注1 --は 『日記』に記 1';か見えるL目 し.--は 『日記』に記 事が見えない年代




